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Innovation 1.0

　
２
０
１
９
年
６
月
26
日
、当
所
通
常
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。今
回
議
員
総
会

で
は
、３
月
27
日
の
議
員
総
会
で
示
さ
れ

た
次
年
度
の
計
画
や
予
算
な
ど
を
元
に

具
体
的
な
施
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示

さ
れ
る
。今
回
の
議
題
は
左
表
の
通
り
で

あ
り
、全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。２
０
１
９
年
度
は「
未
来
志
向
」

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
相
応
し

い「
議
員
改
選
」と
、そ
れ
に
伴
う「
議
員

選
挙
」な
ど
、当
所
が
生
ま
れ
変
わ
る
た

め
の
改
革
が
検
討
さ
れ
、実
行
に
移
る
節

目
と
な
る
。今
回
の
特
集
で
は
６
月
の
議

員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
彦
根
商
工
会
議

所
の
改
革
、言
わ
ば
、Innovation 1.0

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
に
則
り
、重
点
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
必
要
な
４
つ
の
研
究
会
・
委

員
会
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会　
②
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
研
究
会　
③
地
域
交
通
研
究
会　
④
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会
、の
４

つ
だ
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
第
４
次
産

業
革
命
や
内
閣
府
の
将
来
コ
ン
セ
プ
ト

「Society 5.0

」へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
る
。

　
内
閣
府
の「
２
０
３
０
年
展
望
と
改
革

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」で
は
、人
口
と
労
働

力
人
口
減
少
と
い
う
社
会
的
問
題
に
対

処
す
べ
く
様
々
な
観
点
・
想
定
で
の
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、シ
ナ
リ
オ
と
目
指
す

べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

「Society 5.0

が
実
現
す
れ
ば
経
済
社

会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。２

０
３
０
年
に
は
、第
４
次
産
業
革
命
を
通

じ
たSociety 5.0

の
実
現
に
向
け
た
動

き
が
進
み
、Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、コ
ス
ト

の
低
減
・
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
、国
民
生
活
の
利
便
性
や
生
活
の

質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が
向
上
す
る
。一
方
で
、国

際
的
連
携
を
含
め
、こ
う
し
た
取
り
組
み

へ
の
成
否
が
、我
が
国
産
業
の
国
際
競
争

力
を
左
右
す
る
ほ
か
、国
内
の
産
業
構
造
・

雇
用
構
造
に
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。」

　
彦
根
の
地
域
経
済
は
こ
れ
ら
の
社
会

的
変
革
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
の
研
究
会
及
び
委
員

会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

● 

Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

研
究
会

　
Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、デ
ー
タ
関
連
、ロ
ボ

テ
ッ
ク
ス
企
業
が
急
成
長
を
遂
げ
る
な

か
で
、地
域
事
業
所
の
あ
り
方
に
も
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
急
速
に
変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
な

が
ら
、独
自
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、将
来
に
お
け

る
次
世
代
の
育
成
と
地
域
の
経
済
成
長

に
繋
げ
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
お
よ

び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
究
会
を
設
置
す

る
。す
で
に
当
所
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、会
員
事
業
所
の
経
理
処
理
と
経
営

分
析
を
省
力
化
し
、生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
支
援
も
始
ま
っ
て
い
る
。当
所
２
階
事

務
所
前
の
ロ
ビ
ー
に
常
設
し
て
あ
り
、開

館
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
誰
で
も
お
試

し
で
触
る
こ
と
が
で
き
る
。必
ず
し
も
展

示
機
種
を
お
勧
め
す
る
も
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
レ
ジ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
是
非
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、６
月
12
日
か
ら
挙
行
さ
れ
た
当

所
議
員
ク
ラ
ブ
視
察
研
修
会
で
は
京
都

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
視
察
。大
学
等
の
研

究
機
関
が
多
い
京
都
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
現
場
を
参
加
者
は
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。今
後
こ
の
研

究
会
で
は
Ｉ
Ｔ
推
進
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
相
互
に
連
動
さ
せ
、ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

及
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
立
や
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め

の
教
育
事
業
に
も
着
手
す
る
。

● 

地
域
交
通
研
究
会

　
当
所
創
立
80
周
年
事
業
と
し
て
提
言

部
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、官
民
に
お
け
る
新
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
開
発
や
新
政
策
が
提

案
さ
れ
る
な
か
、新
た
に
地
域
交
通
研
究

会
と
し
て
位
置
づ
け
、引
き
続
き
専
門
家

の
知
見
と
調
査
を
基
に
提
言
に
向
け
て

研
究
を
行
う
。彦
根
市
が
実
証
実
験
中
の

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
や
国
道
８
号
線

バ
イ
パ
ス
設
置
の
進
捗
に
も
柔
軟
に
連

動
す
る
。新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は

地
権
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
調
整

も
必
要
で
実
行
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、

年
次
的
に
目
標
を
決
め
て
実
効
性
の
あ

る
提
言
と
し
た
い
。目
指
す
は
人
々
が
集

い
憩
う
魅
力
的
で
安
全
な
歩
行
空
間「
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
」、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
有
し
た
移
動
手
段「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
」、実
証
実
験
中
の「
パ
ー
ク

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」が
連
動
し
た
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
る
。

● 

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

　
当
所
で
は
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
は
、総
会
で
の
機
関
決
定
を
受

け
、経
済
団
体
と
し
て
世
界
遺
産
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、啓
発
や
セ
ミ

ナ
ー
、検
定
事
業
、寄
付
講
座
な
ど
、登
録

へ
の
機
運
醸
成
と
行
政
へ
の
協
力
を

担
っ
て
き
た
。文
化
庁
と
の
推
薦
書
原
案

骨
子
の
協
議
が
新
た
な
段
階
に
入
る
こ

の
機
会
に
、目
標
年
の
登
録
達
成
に
向
け

て
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

と
し
て
位
置
づ
け
、登
録
へ
の
推
進
を
加

速
す
る
。
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２
０
１
９
年
４
月

号
で
は
３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
議
員
総

会
で
議
決
さ
れ
た
部
会
再
編
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
。商
工
会
議
所
に
お
け
る
部

会
と
は
、業
界
の
動
向
や
経
営
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
、情
報
の
交
換
を
行
い
、同

業
種
や
関
係
業
種
の
会
員
と
の
交
流
を

深
め
る
場
で
あ
る
。業
界
の
声
、会
員
の

声
を
商
工
会
議
所
事
業
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
組
織
な
の
で
あ
る
。「
地

域
経
済
の
未
来
デ
ザ
イ
ン
」を
実
現
す
る

た
め
に
は
関
連
業
種
別
の
会
員
間
の
交

流
と
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
と
な
り
、部
会

の
再
編
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
月
に
行
わ
れ
た
議
員
総
会
で
は
旧
部

会
幹
事
会
等
で
の
調
整
を
経
て
、新
部
会

の
設
立
総
会
が
順
次
始
ま
っ
て
い
る
。以

下
に
こ
の
間
行
わ
れ
た
部
会
の
様
子
を

紹
介
す
る
。

● 

化
学
・
木
材
木
工
・
繊
維
工
業
部
会
長

　

調
整
会
議

　
化
学
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部
会
長
）、

木
材
・
木
工
工
業
部
会（
熊
川
忠
部
会

長
）、繊
維
工
業
部
会（
宮
脇
國
雄
部
会

長
）は
、去
る
５
月
16
日
当
所
に
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
正
副
部
会
長
６
名
、事
務
局
２
名

が
出
席
の
も
と
調
整
会
議
を
開
催
。今
回

の
部
会
再
編
で
、３
部
会
が
統
合
さ
れ

「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
」と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
、そ
の
背
景
や
今
後
の
部

会
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

５
月
23
日
に「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
総

会
」を
開
催
し
、新
部
会
が
発
足
す
る
こ

と
を
共
有
。

● 

化
学
・
素
材
工
業
部
会
総
会

　
化
学
・
素
材
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部

会
長
）は
、５
月
23
日
当
所
に
て
、部
会
員

11
名
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、

事
務
局
２
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
。

協
議
事
項
と
し
て
、（
１
）部
会
再
編
に
伴

う
正
副
部
会
長・幹
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

部
会
長
に
船
谷
昭
夫
氏（
大
阪
ガ
ス
㈱
）、

副
部
会
長
に
熊
川
忠
氏（
㈱
滋
賀
原
木
）、

宮
脇
國
雄
氏（
美
成
産
業
㈱
）、北
村
修
久

氏（
㈱
永
昌
堂
印
刷
）、幹
事
を
元
の
化
学

工
業
部
会
・
木
材
木
工
工
業
部
会
・
繊
維

工
業
部
会
の
幹
事
全
員
を
化
学
・
素
材
工

業
部
会
の
幹
事
に
す
る
こ
と
を
、原
案
ど

お
り
発
表
し
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
た
。（
２
）部
会
活
動
に
つ
い
て
、今
後

は
正
副
部
会
長
で
相
談
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
、そ
の
後
も
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

● 

交
通
・
流
通
部
会
総
会

　
今
般
の
部
会
再
編
に
よ
り
従
来
の
卸

商
業
部
会
と
交
通
運
輸
部
会
が
統
合
し

た
新
部
会「
交
通
・
流
通
部
会
」の
第
１

回
目
の
総
会
が
、去
る
５
月
28
日
当
所
に

て
、部
会
員
15
人
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

新
部
会
長
に
㈱
太
陽
の
中
川
明
氏
を
、副

部
会
長
に
日
本
通
運
㈱
彦
根
支
店
の
中

村
佳
史
氏
、近
江
鉄
道
㈱
の
磯
谷
淳
氏
、

㈱
棚
橋
食
品
の
棚
橋
勝
道
氏
の
３
氏
を

満
場
一
致
で
選
任
。幹
事
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
２
部
会
の
幹
事
の
皆
様
に
新
部

会
の
幹
事
と
し
て
引
き
続
き
お
務
め
い

た
だ
く
こ
と
に
。な
お
部
会
活
動
に
つ
い

て
は
、新
し
い
部
会
と
な
り
部
会
活
動
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、今
後
の
会
議
等
に

お
い
て
意
見
要
望
を
集
約
し
、部
会
員

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

● 

小
売
商
業
部
会
所
属
議
員
懇
談
会

　
小
売
商
業
部
会（
安
居
秀
泰
部
会
長
）

は
、去
る
５
月
30
日
に
当
所
に
て
所
属
議

員
８
名
、志
賀
谷
専
務
理
事
、事
務
局
２

名
が
出
席
し
て
議
員
懇
談
会
を
開
催
。報

告
事
項
と
し
て
、①
部
会
再
編
に
つ
い

て
、②
会
費
改
定
に
つ
い
て
、事
務
局
長

よ
り
説
明
。③
議
員
改
選
に
つ
い
て
、志

賀
谷
専
務
理
事
よ
り
選
挙
・
選
出
方
法
に

つ
い
て
説
明
。協
議
事
項
と
し
て
、①
部

会
活
動
に
つ
い
て
、軽
減
税
率
対
策
補
助

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
、視
察
研
修
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
後
、当
所
に
設
置
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ（
Ｕ
レ
ジ
、Ａ
ｉ
ｒ
レ
ジ
）に
つ
い

て
デ
モ
機
を
体
験
い
た
だ
い
た
。

　
６
月
の
議
員
総
会
で
は
、会
頭
選
考
委

員
会
で
の
検
討
を
経
て
、い
よ
い
よ
次
期

会
頭
が
承
認
さ
れ
た
。次
期
会
頭
に
は
小

出
英
樹
氏
が
再
任
さ
れ
、小
出
会
頭
体
制

は
３
期
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま

た
、６
月
６
日
に
は
３
号
議
員
選
考
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、11
事
業
所
の
３
号
議
員

が
選
任
さ
れ
た
。続
い
て
今
後
各
新
部
会

に
お
い
て
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
、10
月

に
は
１
号
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。そ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
同
議
員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。議
員

は
持
続
可
能
な
地
域
経
済
発
展
の
た
め

に
崇
高
な
使
命
を
負
う
こ
と
に
な
る
。そ

の
選
考
の
場
と
な
る
今
回
の
議
員
選
挙

は
、公
平
で
公
正
な
立
候
補
を
募
り
、本

格
的
な
選
挙
を
行
う
計
画
と
な
っ
た
。投

票
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投

票
を
目
指
し
て
い
る
。こ
れ
は
他
の
商
工

会
議
所
で
は
前
例
の
な

い
取
り
組
み
で
あ
る
。

今
回
の
不
易
流
行
で
は

会
員
の
皆
様
に
関
係
す

る
１
号
議
員
選
挙
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

掲
載
す
る
。

（１）新入会員の承認について

（２）彦根商工会議所常議員の辞任に伴う補欠選任に

ついて

（３）彦根商工会議所委員会・研究会の設置について

（４）平成30年度彦根商工会議所事業報告の承認に

ついて

（５）平成30年度彦根商工会議所一般会計収支決算

の承認について

（６）平成30年度彦根商工会議所中小企業相談所特

別会計収支決算の承認について

（７）平成30年度彦根商工会議所役職員退職給与積

立金特別会計収支決算の承認について

（８）平成30年度彦根商工会議所建物・ＩＴ保全維

持積立金特別会計収支決算の承認について

（９）平成30年度彦根商工会議所会館敷金(預り金)

特別会計収支決算の承認について

（10）平成30年度彦根商工会議所労働保険事務組合

会計（特別会計）収支決算の承認について

（11）平成30年度彦根商工会議所労働保険事務組合

会計（一般会計）収支決算の承認について

（12）平成30年度彦根商工会議所共済事業特別会計

収支決算の承認について

（13）平成30年度彦根商工会議所別途積立金特別　

会計収支決算の承認について

（14）会頭選任に付き、議員総会の議決を求めること

について

通常議員総会議案

※
Society 5.0

　
日
本
が
提
唱
す
る
未
来
社
会
の
コ
ン

セ
プ
ト
。科
学
技
術
基
本
法
に
基
づ
き
、

５
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
て
い
る
科
学
技

術
基
本
法
の
第
５
期（
２
０
１
６
年
度
か

ら
２
０
２
０
年
度
の
範
囲
）で
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
登
場
し
た
。サ
イ
バ
ー

空
間（
仮
想
空
間
）と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

（
現
実
空
間
）を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
、新
た
な
未
来
社

会（Society

）をSociety 5.0

（
ソ
サ

エ
テ
ィ5.0

）と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。

※

第
４
次
産
業
革
命

　
第
４
次
産
業
革
命
は
18
世
紀
の
最
初

の
産
業
革
命
以
降
の
４
番
目
の
主
要
な

産
業
時
代
を
指
す
。そ
れ
は
物
理
、デ
ジ

タ
ル
、生
物
圏
の
間
の
境
界
を
曖
昧
に
す

る
技
術
の
融
合
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。第
４
次
産
業
革
命
は
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
、人
工
知
能
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、生
物
工
学
、モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、自
動
運
転
車
な

ど
の
多
岐
に
渡
る
分
野
に
お
い
て
の
新

興
の
技
術
革
新
が
特
徴
で
あ
る
。こ
れ

ら
の
変
化
の
広
さ
と
深
さ
は
生
産
、管

理
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
全
シ
ス
テ
ム
の
変
革

を
告
げ
る
も
の
に
な
る
。

新
研
究
会
の
発
足

営業時間 8：30～17：00 （7月・8月無休）・若林商事株式会社・犬上郡甲良町池寺1164

若林氷室 tel.0749-38-4133

純氷

不純物を全く含まず、結晶が大きく
均一で、硬く溶けにくく無味無臭の
ため、飲み物や食材の本来のうまみ
を引き出すことができます。
（結氷速度 平均3mm/時）

307

彦根

八日市

多賀大社

西明寺
湖東三山ＩＣ

若林氷室

西明寺より１km
湖東三山ＩＣ
　　　より3km

おいしい繁盛店には
いい氷がある

氷の
豆知識

製氷機氷

結晶が細かく、空気や不純物を含ん
で白っぽい上に早く溶けるので、飲
み物が水っぽくなります。
（結氷速度 平均50mm/時）

ロックアイス 

彫刻用 氷柱

板氷

かき氷機レンタル

純氷に魅せられて

－ 新部会・新研究会が発足。次期会頭を承認。そして1号議員選挙へ －
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２
０
１
９
年
６
月
26
日
、当
所
通
常
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。今
回
議
員
総
会

で
は
、３
月
27
日
の
議
員
総
会
で
示
さ
れ

た
次
年
度
の
計
画
や
予
算
な
ど
を
元
に

具
体
的
な
施
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示

さ
れ
る
。今
回
の
議
題
は
左
表
の
通
り
で

あ
り
、全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。２
０
１
９
年
度
は「
未
来
志
向
」

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
相
応
し

い「
議
員
改
選
」と
、そ
れ
に
伴
う「
議
員

選
挙
」な
ど
、当
所
が
生
ま
れ
変
わ
る
た

め
の
改
革
が
検
討
さ
れ
、実
行
に
移
る
節

目
と
な
る
。今
回
の
特
集
で
は
６
月
の
議

員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
彦
根
商
工
会
議

所
の
改
革
、言
わ
ば
、Innovation 1.0

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
に
則
り
、重
点
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
必
要
な
４
つ
の
研
究
会
・
委

員
会
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会　
②
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
研
究
会　
③
地
域
交
通
研
究
会　
④
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会
、の
４

つ
だ
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
第
４
次
産

業
革
命
や
内
閣
府
の
将
来
コ
ン
セ
プ
ト

「Society 5.0

」へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
る
。

　
内
閣
府
の「
２
０
３
０
年
展
望
と
改
革

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」で
は
、人
口
と
労
働

力
人
口
減
少
と
い
う
社
会
的
問
題
に
対

処
す
べ
く
様
々
な
観
点
・
想
定
で
の
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、シ
ナ
リ
オ
と
目
指
す

べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

「Society 5.0

が
実
現
す
れ
ば
経
済
社

会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。２

０
３
０
年
に
は
、第
４
次
産
業
革
命
を
通

じ
たSociety 5.0

の
実
現
に
向
け
た
動

き
が
進
み
、Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、コ
ス
ト

の
低
減
・
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
、国
民
生
活
の
利
便
性
や
生
活
の

質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が
向
上
す
る
。一
方
で
、国

際
的
連
携
を
含
め
、こ
う
し
た
取
り
組
み

へ
の
成
否
が
、我
が
国
産
業
の
国
際
競
争

力
を
左
右
す
る
ほ
か
、国
内
の
産
業
構
造
・

雇
用
構
造
に
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。」

　
彦
根
の
地
域
経
済
は
こ
れ
ら
の
社
会

的
変
革
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
の
研
究
会
及
び
委
員

会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

● 

Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

研
究
会

　
Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、デ
ー
タ
関
連
、ロ
ボ

テ
ッ
ク
ス
企
業
が
急
成
長
を
遂
げ
る
な

か
で
、地
域
事
業
所
の
あ
り
方
に
も
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
急
速
に
変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
な

が
ら
、独
自
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、将
来
に
お
け

る
次
世
代
の
育
成
と
地
域
の
経
済
成
長

に
繋
げ
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
お
よ

び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
究
会
を
設
置
す

る
。す
で
に
当
所
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、会
員
事
業
所
の
経
理
処
理
と
経
営

分
析
を
省
力
化
し
、生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
支
援
も
始
ま
っ
て
い
る
。当
所
２
階
事

務
所
前
の
ロ
ビ
ー
に
常
設
し
て
あ
り
、開

館
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
誰
で
も
お
試

し
で
触
る
こ
と
が
で
き
る
。必
ず
し
も
展

示
機
種
を
お
勧
め
す
る
も
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
レ
ジ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
是
非
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、６
月
12
日
か
ら
挙
行
さ
れ
た
当

所
議
員
ク
ラ
ブ
視
察
研
修
会
で
は
京
都

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
視
察
。大
学
等
の
研

究
機
関
が
多
い
京
都
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
現
場
を
参
加
者
は
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。今
後
こ
の
研

究
会
で
は
Ｉ
Ｔ
推
進
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
相
互
に
連
動
さ
せ
、ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

及
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
立
や
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め

の
教
育
事
業
に
も
着
手
す
る
。

● 

地
域
交
通
研
究
会

　
当
所
創
立
80
周
年
事
業
と
し
て
提
言

部
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、官
民
に
お
け
る
新
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
開
発
や
新
政
策
が
提

案
さ
れ
る
な
か
、新
た
に
地
域
交
通
研
究

会
と
し
て
位
置
づ
け
、引
き
続
き
専
門
家

の
知
見
と
調
査
を
基
に
提
言
に
向
け
て

研
究
を
行
う
。彦
根
市
が
実
証
実
験
中
の

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
や
国
道
８
号
線

バ
イ
パ
ス
設
置
の
進
捗
に
も
柔
軟
に
連

動
す
る
。新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は

地
権
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
調
整

も
必
要
で
実
行
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、

年
次
的
に
目
標
を
決
め
て
実
効
性
の
あ

る
提
言
と
し
た
い
。目
指
す
は
人
々
が
集

い
憩
う
魅
力
的
で
安
全
な
歩
行
空
間「
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
」、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
有
し
た
移
動
手
段「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
」、実
証
実
験
中
の「
パ
ー
ク

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」が
連
動
し
た
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
る
。

● 

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

　
当
所
で
は
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
は
、総
会
で
の
機
関
決
定
を
受

け
、経
済
団
体
と
し
て
世
界
遺
産
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、啓
発
や
セ
ミ

ナ
ー
、検
定
事
業
、寄
付
講
座
な
ど
、登
録

へ
の
機
運
醸
成
と
行
政
へ
の
協
力
を

担
っ
て
き
た
。文
化
庁
と
の
推
薦
書
原
案

骨
子
の
協
議
が
新
た
な
段
階
に
入
る
こ

の
機
会
に
、目
標
年
の
登
録
達
成
に
向
け

て
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

と
し
て
位
置
づ
け
、登
録
へ
の
推
進
を
加

速
す
る
。
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２
０
１
９
年
４
月

号
で
は
３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
議
員
総

会
で
議
決
さ
れ
た
部
会
再
編
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
。商
工
会
議
所
に
お
け
る
部

会
と
は
、業
界
の
動
向
や
経
営
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
、情
報
の
交
換
を
行
い
、同

業
種
や
関
係
業
種
の
会
員
と
の
交
流
を

深
め
る
場
で
あ
る
。業
界
の
声
、会
員
の

声
を
商
工
会
議
所
事
業
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
組
織
な
の
で
あ
る
。「
地

域
経
済
の
未
来
デ
ザ
イ
ン
」を
実
現
す
る

た
め
に
は
関
連
業
種
別
の
会
員
間
の
交

流
と
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
と
な
り
、部
会

の
再
編
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
月
に
行
わ
れ
た
議
員
総
会
で
は
旧
部

会
幹
事
会
等
で
の
調
整
を
経
て
、新
部
会

の
設
立
総
会
が
順
次
始
ま
っ
て
い
る
。以

下
に
こ
の
間
行
わ
れ
た
部
会
の
様
子
を

紹
介
す
る
。

● 

化
学
・
木
材
木
工
・
繊
維
工
業
部
会
長

　

調
整
会
議

　
化
学
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部
会
長
）、

木
材
・
木
工
工
業
部
会（
熊
川
忠
部
会

長
）、繊
維
工
業
部
会（
宮
脇
國
雄
部
会

長
）は
、去
る
５
月
16
日
当
所
に
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
正
副
部
会
長
６
名
、事
務
局
２
名

が
出
席
の
も
と
調
整
会
議
を
開
催
。今
回

の
部
会
再
編
で
、３
部
会
が
統
合
さ
れ

「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
」と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
、そ
の
背
景
や
今
後
の
部

会
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

５
月
23
日
に「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
総

会
」を
開
催
し
、新
部
会
が
発
足
す
る
こ

と
を
共
有
。

● 

化
学
・
素
材
工
業
部
会
総
会

　
化
学
・
素
材
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部

会
長
）は
、５
月
23
日
当
所
に
て
、部
会
員

11
名
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、

事
務
局
２
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
。

協
議
事
項
と
し
て
、（
１
）部
会
再
編
に
伴

う
正
副
部
会
長・幹
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

部
会
長
に
船
谷
昭
夫
氏（
大
阪
ガ
ス
㈱
）、

副
部
会
長
に
熊
川
忠
氏（
㈱
滋
賀
原
木
）、

宮
脇
國
雄
氏（
美
成
産
業
㈱
）、北
村
修
久

氏（
㈱
永
昌
堂
印
刷
）、幹
事
を
元
の
化
学

工
業
部
会
・
木
材
木
工
工
業
部
会
・
繊
維

工
業
部
会
の
幹
事
全
員
を
化
学
・
素
材
工

業
部
会
の
幹
事
に
す
る
こ
と
を
、原
案
ど

お
り
発
表
し
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
た
。（
２
）部
会
活
動
に
つ
い
て
、今
後

は
正
副
部
会
長
で
相
談
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
、そ
の
後
も
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

● 

交
通
・
流
通
部
会
総
会

　
今
般
の
部
会
再
編
に
よ
り
従
来
の
卸

商
業
部
会
と
交
通
運
輸
部
会
が
統
合
し

た
新
部
会「
交
通
・
流
通
部
会
」の
第
１

回
目
の
総
会
が
、去
る
５
月
28
日
当
所
に

て
、部
会
員
15
人
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

新
部
会
長
に
㈱
太
陽
の
中
川
明
氏
を
、副

部
会
長
に
日
本
通
運
㈱
彦
根
支
店
の
中

村
佳
史
氏
、近
江
鉄
道
㈱
の
磯
谷
淳
氏
、

㈱
棚
橋
食
品
の
棚
橋
勝
道
氏
の
３
氏
を

満
場
一
致
で
選
任
。幹
事
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
２
部
会
の
幹
事
の
皆
様
に
新
部

会
の
幹
事
と
し
て
引
き
続
き
お
務
め
い

た
だ
く
こ
と
に
。な
お
部
会
活
動
に
つ
い

て
は
、新
し
い
部
会
と
な
り
部
会
活
動
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、今
後
の
会
議
等
に

お
い
て
意
見
要
望
を
集
約
し
、部
会
員

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

● 

小
売
商
業
部
会
所
属
議
員
懇
談
会

　
小
売
商
業
部
会（
安
居
秀
泰
部
会
長
）

は
、去
る
５
月
30
日
に
当
所
に
て
所
属
議

員
８
名
、志
賀
谷
専
務
理
事
、事
務
局
２

名
が
出
席
し
て
議
員
懇
談
会
を
開
催
。報

告
事
項
と
し
て
、①
部
会
再
編
に
つ
い

て
、②
会
費
改
定
に
つ
い
て
、事
務
局
長

よ
り
説
明
。③
議
員
改
選
に
つ
い
て
、志

賀
谷
専
務
理
事
よ
り
選
挙
・
選
出
方
法
に

つ
い
て
説
明
。協
議
事
項
と
し
て
、①
部

会
活
動
に
つ
い
て
、軽
減
税
率
対
策
補
助

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
、視
察
研
修
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
後
、当
所
に
設
置
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ（
Ｕ
レ
ジ
、Ａ
ｉ
ｒ
レ
ジ
）に
つ
い

て
デ
モ
機
を
体
験
い
た
だ
い
た
。

　
６
月
の
議
員
総
会
で
は
、会
頭
選
考
委

員
会
で
の
検
討
を
経
て
、い
よ
い
よ
次
期

会
頭
が
承
認
さ
れ
た
。次
期
会
頭
に
は
小

出
英
樹
氏
が
再
任
さ
れ
、小
出
会
頭
体
制

は
３
期
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま

た
、６
月
６
日
に
は
３
号
議
員
選
考
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、11
事
業
所
の
３
号
議
員

が
選
任
さ
れ
た
。続
い
て
今
後
各
新
部
会

に
お
い
て
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
、10
月

に
は
１
号
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。そ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
同
議
員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。議
員

は
持
続
可
能
な
地
域
経
済
発
展
の
た
め

に
崇
高
な
使
命
を
負
う
こ
と
に
な
る
。そ

の
選
考
の
場
と
な
る
今
回
の
議
員
選
挙

は
、公
平
で
公
正
な
立
候
補
を
募
り
、本

格
的
な
選
挙
を
行
う
計
画
と
な
っ
た
。投

票
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投

票
を
目
指
し
て
い
る
。こ
れ
は
他
の
商
工

会
議
所
で
は
前
例
の
な

い
取
り
組
み
で
あ
る
。

今
回
の
不
易
流
行
で
は

会
員
の
皆
様
に
関
係
す

る
１
号
議
員
選
挙
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

掲
載
す
る
。

※
Society 5.0

　
日
本
が
提
唱
す
る
未
来
社
会
の
コ
ン

セ
プ
ト
。科
学
技
術
基
本
法
に
基
づ
き
、

５
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
て
い
る
科
学
技

術
基
本
法
の
第
５
期（
２
０
１
６
年
度
か

ら
２
０
２
０
年
度
の
範
囲
）で
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
登
場
し
た
。サ
イ
バ
ー

空
間（
仮
想
空
間
）と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

（
現
実
空
間
）を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
、新
た
な
未
来
社

会（Society

）をSociety 5.0

（
ソ
サ

エ
テ
ィ5.0

）と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。

※

第
４
次
産
業
革
命

　
第
４
次
産
業
革
命
は
18
世
紀
の
最
初

の
産
業
革
命
以
降
の
４
番
目
の
主
要
な

産
業
時
代
を
指
す
。そ
れ
は
物
理
、デ
ジ

タ
ル
、生
物
圏
の
間
の
境
界
を
曖
昧
に
す

る
技
術
の
融
合
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。第
４
次
産
業
革
命
は
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
、人
工
知
能
、ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、生
物
工
学
、モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、自
動
運
転
車
な

ど
の
多
岐
に
渡
る
分
野
に
お
い
て
の
新

興
の
技
術
革
新
が
特
徴
で
あ
る
。こ
れ

ら
の
変
化
の
広
さ
と
深
さ
は
生
産
、管

理
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
全
シ
ス
テ
ム
の
変
革

を
告
げ
る
も
の
に
な
る
。

※

京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
は
、京
都
府
の

産
業
の
研
究
開
発
、ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
を
目
的
と
す
る
施
設
。１
９
８

７
年（
昭
和
62
年
）に
設
立
さ
れ
た
大
阪

ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
株
式
会
社
が
運
営
す
る
。京
都
市
下

京
区
の
大
阪
ガ
ス
京
都
工
場
跡
地
に
賃

貸
オ
フ
ィ
ス
や
研
究
開
発
ス
ペ
ー
ス
を

建
設
し
、管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。Ｋ

Ｒ
Ｐ
が
管
理
す
る
１
号
館 - 

９
号
館
及

び
ス
タ
ジ
オ
棟
、Ｋ
Ｒ
Ｐ
ガ
ス
ビ
ル（
大

阪
ガ
ス
京
滋
事
業
所
）の
ほ
か
、京
都
高

度
技
術
研
究
所（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
） 

、京
都

府
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、京
都
市
産
業
技

術
研
究
所
な
ど
が
あ
り
、現
在
は
３
０
０

社
を
超
え
る
企
業
が
入
居
し
て
い
る
。

京
都
Ｏ
Ｎ
Ｅ（
京
都
市
が
主
導
す
る
地
域

Ｉ
Ｘ
）、京
都
デ
ジ
タ
ル
疏
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
京
都
府
が
整
備
し
た
府
内
情
報
通
信

網
）、Ｎ
Ｃ
Ａ
５（
京
都
大
学
を
中
心
と
し

た
学
術
系
第
５
地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）な

ど
と
接
続
し
、京
都
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
の
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。

　文化庁世界文化遺産部会において、令和元年５月20日（月）、世界遺
産暫定一覧表記載物件の準備状況と課題等が報告された。もはや課
題に姫路城との差別化の表記はなく、最新の彦根城の準備状況が端的
に示されている。詳細を以下に紹介する。
A）作業状況
・ 学術検討委員会及び国際会議等における国内外の専門家との意見
交換を通じて、顕著な普遍的価値等について検討を行った。その結果、
顕著な普遍的価値の方向性について、概ね意見の一致を見たことから、
推薦書原案（骨子）を作成した。
・ 推薦書原案（骨子）では、本資産について、武士が戦士から統治者へ
自らの役割を変えることにより、200年以上にわたって秩序ある安定し
た社会を維持した文化的伝統の物証であり、国内の同時代の約200の
城のうち典型的な構成を持ち、統治の仕組みを表す構成要素が真実
性・完全性をもってすべて保存されている唯一の例であるとしている。
・ 世界遺産登録を推進するサポーター組織を立ち上げ、資産の価値に
関する普及啓発等を進めるとともに、関連する国際学術委員会の会議
を招致し、資産の価値の発信及び意見交換等を行った。
B）課題等
○ 「統治」を軸とする顕著な普遍的価値の妥当性の更なる検討及び主
張する価値等について国内外で広く共有を図ることが必要。
○ 主張する価値とそれを証明する構成資産との対応関係に関する検
討が求められる。
○ 主張する価値に立脚した比較研究を継続すること。
□ 緩衝地帯の範囲の妥当性の更なる検討と緩衝地帯に適用する法的
担保措置の選択及びその妥当性の更なる検討が必要。
□ 開発圧力が比較的強い都市域において、緩衝地帯及びその近傍を
含めた資産周辺における影響をいかに制御するか、進行中の開発事業
を含め適切な検討が必要。
C）自治体における推薦時期の希望等
・ 令和元～３年度に推薦書原案を作成、令和４年度の世界遺産推薦、
令和６年度の世界遺産登録を目指している。

部会はこのように再編

金属工業部会

木材・木工工業部会

化学工業部会

繊維工業部会

建設業部会

不動産部会

卸商業部会

交通運輸部会

小売商業部会

観光・サービス部会

理財部会

金属工業部会

化学・素材工業部会

地域開発部会

交通・流通部会

小売商業部会

観光・サービス部会

理財・情報産業部会

部
会
再
編
に
向
け
て

各
部
会
最
終
調
整
へ

彦根城に対する文化庁の最新見解
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書家/継未-TUGUMI-代表 
前田鎌利師から、直接指導を受けることができます

前田鎌利師  profile
５歳より書を始め、東京学芸大学 教育学部 書道教員養成課程を卒
業。卒業後は書団体には所属せず、独立書家として活動。大学卒業
後、阪神・淡路大震災を機に「つながる」ことの重要性を意識して携
帯電話販売会社へ就職。2000年に携帯電話が普及してきたのを見
て通信会社へ転職。
2010年にソフトバンクアカデミアに第一期生として所属し、初年度
首席の成績を修める。
2014年に独立起業し、書道塾 継未-TUGUMI-を設立。
書道塾の経営、作品制作、個展、Work Shop等を通じて日本の伝統
文化である「書」を未来を担う子ども達へ、そして世界へ継いでいく
事を志として刻み続ける。
また、ソフトバンクアカデミアの実績より、新たな念いの表現ツール
としてプレゼンテーション講師も行う。

2019彦根プレミアム書道塾 
「ひこね継未塾」受講生募集中!!

申込み・問合せ 彦根商工会議所  TEL.22-4551

別途、継未塾会費   1ヵ月 1,500円
　　   ＊クレジットカードでの引き落とし

入会金 5,000円・受講料 1回2,000円
費 用

※ 年度途中のご入会（参加）も歓迎します。
※ 既にご入会いただいている方は、入会金は不要です。

彦根2019プログラム （各回 10：00～12：00） 
第３回　 7月20日（土）  彦根駅東口集合
テーマ　 「フィールドワーク 日下部鳴鶴を訪ねて」（鎌利）

第４回　 10月19日（土）  彦根商工会議所４階Aホール
テーマ　 「篆刻」（心華）

第５回　 12月21日（土）  彦根商工会議所４階Aホール
テーマ　 「一年内観」（鎌利）

第６回　 2月22日（土）  千代神社
テーマ　 「写経」（鎌利）

　

７
月
の
彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
で

は
昨
年
に
引
き
続
き
、い
よ
い
よ
日
下
部

鳴
鶴
ツ
ア
ー
第
２
弾
が
開
催
と
な
る
。明

治
期
を
牽
引
し
た
大
書
家
で
あ
る
日
下

部
鳴
鶴
の
書
が
多
数
残
存
す
る
彦
根
な

ら
で
は
の
贅
沢
な
ツ
ア
ー
だ
。昨
年
は
護

国
神
社
、宗
安
寺
、青
岸
寺
と
廻
っ
た
が
、

今
回
は
天
寧
寺
、一
圓
屋
敷
、多
賀
大
社

と
行
動
範
囲
を
広
げ
て
巡
る
ツ
ア
ー
と

な
る
。そ
の
書
を
展
示
し
て
あ
る
寺
社
仏

閣
は
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、日
下
部
鳴
鶴
の
書
を
愛
で

る
た
め
に
行
く
こ
と
は
そ
う
そ
う
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾
「
日
下
部
鳴
鶴
ツ
ア
ー
第
２
弾
」

寄
稿 

前
田
鎌
利
師

　

日
下
部
鳴
鶴
の
書
で
最
も
有
名
な
の

は
、東
京
の
青
山
墓
地
に
あ
る「
大
久
保

利
通
公
神
道
碑
」で
あ
る
。こ
の
建
碑
は

勅
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、伏
見

貞
愛
親
王
が
篆
額
を
題
し
、本
文
は
重
野

成
齋
が
撰
文
、書
は
大
久
保
利
通
と
縁
が

深
く
、当
時
、第
一
人
者
と
い
わ
れ
た
日

下
部
鳴
鶴
に
勅
命
が
下
っ
た
経
緯
で
書

か
れ
て
い
る
。鳴
鶴
は
、そ
れ
ま
で
に
も

数
多
の
碑
を
書
い
て
い
る
が
、勅
命
か
つ

恩
顧
を
被
っ
た
大
久
保
公
の
神
道
碑
で

あ
っ
た
か
ら
加
賀
山
中
温
泉
の
大
倉
財

閥
の
別
荘
を
半
年
に
わ
た
っ
て
借
り
う

け
、沐
浴
し
て
取
り
組
ん
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　
実
際
に
碑
を
見
て
み
る
と
わ
か
る
が
、

こ
れ
だ
け
の
文
字
を
楷
書
体
で
書
き
上

げ
る
の
は
１
日
や
そ
こ
ら
で
は
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、あ
る
種
修
行
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
明
治
と
い
う
時
代
を
切
り
開
き
、総
合

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
し
て
い
っ
た
大
久
保
利
通
の
側
で
歩

ん
で
き
た
日
下
部
鳴
鶴
だ
か
ら
こ
そ
、そ

の
歩
ん
だ
道
程
を
思
い
返
し
な
が
ら
そ

の
偉
業
を
刻
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

日
下
部
鳴
鶴
は
多
く
の
石
碑
の
揮
毫

を
手
が
け
て
い
る
が
、ど
の
石
碑
に
お
い

て
も
一
貫
し
た
統
一
感
と
最
後
ま
で
持

続
で
き
る
精
神
力
が
突
出
し
て
い
る
。自

分
自
身
で
千
字
文
を
臨
書
し
た
と
し
て

も
こ
こ
ま
で
同
じ
筆
力
で
最
後
ま
で
書

き
上
げ
る
の
に
は
相
当
な
鍛
錬
を
積
む

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
鍛
錬
が
詰
め
る
ほ
ど
書
に
向

き
合
っ
た
日
下
部
鳴
鶴
に
、ほ
ん
の
ひ
と

時
だ
が
今
回
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
向

き
合
い
た
い
と
思
う
。

　
是
非
、７
月
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

明
治
の
息
吹
を
一
緒
に
感
じ
取
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　
２
０
１
９
年
６
月
26
日
、当
所
通
常
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。今
回
議
員
総
会

で
は
、３
月
27
日
の
議
員
総
会
で
示
さ
れ

た
次
年
度
の
計
画
や
予
算
な
ど
を
元
に

具
体
的
な
施
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示

さ
れ
る
。今
回
の
議
題
は
左
表
の
通
り
で

あ
り
、全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。２
０
１
９
年
度
は「
未
来
志
向
」

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
相
応
し

い「
議
員
改
選
」と
、そ
れ
に
伴
う「
議
員

選
挙
」な
ど
、当
所
が
生
ま
れ
変
わ
る
た

め
の
改
革
が
検
討
さ
れ
、実
行
に
移
る
節

目
と
な
る
。今
回
の
特
集
で
は
６
月
の
議

員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
彦
根
商
工
会
議

所
の
改
革
、言
わ
ば
、Innovation 1.0

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、２
０
１
９
年
度
事

業
計
画
に
則
り
、重
点
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
必
要
な
４
つ
の
研
究
会
・
委

員
会
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

①
Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会　
②
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
研
究
会　
③
地
域
交
通
研
究
会　
④
彦

根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会
、の
４

つ
だ
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
第
４
次
産

業
革
命
や
内
閣
府
の
将
来
コ
ン
セ
プ
ト

「Society 5.0

」へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
る
。

　
内
閣
府
の「
２
０
３
０
年
展
望
と
改
革

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」で
は
、人
口
と
労
働

力
人
口
減
少
と
い
う
社
会
的
問
題
に
対

処
す
べ
く
様
々
な
観
点
・
想
定
で
の
議
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、シ
ナ
リ
オ
と
目
指
す

べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。　
　

「Society 5.0

が
実
現
す
れ
ば
経
済
社

会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。２

０
３
０
年
に
は
、第
４
次
産
業
革
命
を
通

じ
たSociety 5.0

の
実
現
に
向
け
た
動

き
が
進
み
、Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
ｏ
Ｔ・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
、コ
ス
ト

の
低
減
・
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
、国
民
生
活
の
利
便
性
や
生
活
の

質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）が
向
上
す
る
。一
方
で
、国

際
的
連
携
を
含
め
、こ
う
し
た
取
り
組
み

へ
の
成
否
が
、我
が
国
産
業
の
国
際
競
争

力
を
左
右
す
る
ほ
か
、国
内
の
産
業
構
造
・

雇
用
構
造
に
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。」

　
彦
根
の
地
域
経
済
は
こ
れ
ら
の
社
会

的
変
革
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
の
研
究
会
及
び
委
員

会
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

● 

Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

研
究
会

　
Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
、デ
ー
タ
関
連
、ロ
ボ

テ
ッ
ク
ス
企
業
が
急
成
長
を
遂
げ
る
な

か
で
、地
域
事
業
所
の
あ
り
方
に
も
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
急
速
に
変
化
す
る
時
代
に
対
応
し
な

が
ら
、独
自
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、将
来
に
お
け

る
次
世
代
の
育
成
と
地
域
の
経
済
成
長

に
繋
げ
る
た
め
、Ｉ
Ｔ
推
進
研
究
会
お
よ

び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
究
会
を
設
置
す

る
。す
で
に
当
所
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し

た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、会
員
事
業
所
の
経
理
処
理
と
経
営

分
析
を
省
力
化
し
、生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
支
援
も
始
ま
っ
て
い
る
。当
所
２
階
事

務
所
前
の
ロ
ビ
ー
に
常
設
し
て
あ
り
、開

館
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
誰
で
も
お
試

し
で
触
る
こ
と
が
で
き
る
。必
ず
し
も
展

示
機
種
を
お
勧
め
す
る
も
の
で
は
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
レ
ジ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
是
非
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
ま
た
、６
月
12
日
か
ら
挙
行
さ
れ
た
当

所
議
員
ク
ラ
ブ
視
察
研
修
会
で
は
京
都

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
視
察
。大
学
等
の
研

究
機
関
が
多
い
京
都
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
現
場
を
参
加
者
は
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。今
後
こ
の
研

究
会
で
は
Ｉ
Ｔ
推
進
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
相
互
に
連
動
さ
せ
、ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

及
び
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

設
立
や
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の
た
め

の
教
育
事
業
に
も
着
手
す
る
。

● 

地
域
交
通
研
究
会

　
当
所
創
立
80
周
年
事
業
と
し
て
提
言

部
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、官
民
に
お
け
る
新
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
研
究
開
発
や
新
政
策
が
提

案
さ
れ
る
な
か
、新
た
に
地
域
交
通
研
究

会
と
し
て
位
置
づ
け
、引
き
続
き
専
門
家

の
知
見
と
調
査
を
基
に
提
言
に
向
け
て

研
究
を
行
う
。彦
根
市
が
実
証
実
験
中
の

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
や
国
道
８
号
線

バ
イ
パ
ス
設
置
の
進
捗
に
も
柔
軟
に
連

動
す
る
。新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
は

地
権
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
調
整

も
必
要
で
実
行
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、

年
次
的
に
目
標
を
決
め
て
実
効
性
の
あ

る
提
言
と
し
た
い
。目
指
す
は
人
々
が
集

い
憩
う
魅
力
的
で
安
全
な
歩
行
空
間「
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
」、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
有
し
た
移
動
手
段「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
」、実
証
実
験
中
の「
パ
ー
ク

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」が
連
動
し
た
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
る
。

● 

彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

　
当
所
で
は
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
は
、総
会
で
の
機
関
決
定
を
受

け
、経
済
団
体
と
し
て
世
界
遺
産
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、啓
発
や
セ
ミ

ナ
ー
、検
定
事
業
、寄
付
講
座
な
ど
、登
録

へ
の
機
運
醸
成
と
行
政
へ
の
協
力
を

担
っ
て
き
た
。文
化
庁
と
の
推
薦
書
原
案

骨
子
の
協
議
が
新
た
な
段
階
に
入
る
こ

の
機
会
に
、目
標
年
の
登
録
達
成
に
向
け

て
、彦
根
城
世
界
遺
産
登
録
推
進
委
員
会

と
し
て
位
置
づ
け
、登
録
へ
の
推
進
を
加

速
す
る
。

　
不
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２
０
１
９
年
４
月

号
で
は
３
月
27
日
に
行
わ
れ
た
議
員
総

会
で
議
決
さ
れ
た
部
会
再
編
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
。商
工
会
議
所
に
お
け
る
部

会
と
は
、業
界
の
動
向
や
経
営
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
、情
報
の
交
換
を
行
い
、同

業
種
や
関
係
業
種
の
会
員
と
の
交
流
を

深
め
る
場
で
あ
る
。業
界
の
声
、会
員
の

声
を
商
工
会
議
所
事
業
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
重
要
な
組
織
な
の
で
あ
る
。「
地

域
経
済
の
未
来
デ
ザ
イ
ン
」を
実
現
す
る

た
め
に
は
関
連
業
種
別
の
会
員
間
の
交

流
と
ニ
ー
ズ
把
握
が
必
要
と
な
り
、部
会

の
再
編
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
月
に
行
わ
れ
た
議
員
総
会
で
は
旧
部

会
幹
事
会
等
で
の
調
整
を
経
て
、新
部
会

の
設
立
総
会
が
順
次
始
ま
っ
て
い
る
。以

下
に
こ
の
間
行
わ
れ
た
部
会
の
様
子
を

紹
介
す
る
。

● 

化
学
・
木
材
木
工
・
繊
維
工
業
部
会
長

　

調
整
会
議

　
化
学
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部
会
長
）、

木
材
・
木
工
工
業
部
会（
熊
川
忠
部
会

長
）、繊
維
工
業
部
会（
宮
脇
國
雄
部
会

長
）は
、去
る
５
月
16
日
当
所
に
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
正
副
部
会
長
６
名
、事
務
局
２
名

が
出
席
の
も
と
調
整
会
議
を
開
催
。今
回

の
部
会
再
編
で
、３
部
会
が
統
合
さ
れ

「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
」と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
、そ
の
背
景
や
今
後
の
部

会
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

５
月
23
日
に「
化
学
・
素
材
工
業
部
会
総

会
」を
開
催
し
、新
部
会
が
発
足
す
る
こ

と
を
共
有
。

● 

化
学
・
素
材
工
業
部
会
総
会

　
化
学
・
素
材
工
業
部
会（
船
谷
昭
夫
部

会
長
）は
、５
月
23
日
当
所
に
て
、部
会
員

11
名
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、

事
務
局
２
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
。

協
議
事
項
と
し
て
、（
１
）部
会
再
編
に
伴

う
正
副
部
会
長・幹
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

部
会
長
に
船
谷
昭
夫
氏（
大
阪
ガ
ス
㈱
）、

副
部
会
長
に
熊
川
忠
氏（
㈱
滋
賀
原
木
）、

宮
脇
國
雄
氏（
美
成
産
業
㈱
）、北
村
修
久

氏（
㈱
永
昌
堂
印
刷
）、幹
事
を
元
の
化
学

工
業
部
会
・
木
材
木
工
工
業
部
会
・
繊
維

工
業
部
会
の
幹
事
全
員
を
化
学
・
素
材
工

業
部
会
の
幹
事
に
す
る
こ
と
を
、原
案
ど

お
り
発
表
し
、満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
た
。（
２
）部
会
活
動
に
つ
い
て
、今
後

は
正
副
部
会
長
で
相
談
し
て
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
、そ
の
後
も
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

● 

交
通
・
流
通
部
会
総
会

　
今
般
の
部
会
再
編
に
よ
り
従
来
の
卸

商
業
部
会
と
交
通
運
輸
部
会
が
統
合
し

た
新
部
会「
交
通
・
流
通
部
会
」の
第
１

回
目
の
総
会
が
、去
る
５
月
28
日
当
所
に

て
、部
会
員
15
人
、木
村
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
、

新
部
会
長
に
㈱
太
陽
の
中
川
明
氏
を
、副

部
会
長
に
日
本
通
運
㈱
彦
根
支
店
の
中

村
佳
史
氏
、近
江
鉄
道
㈱
の
磯
谷
淳
氏
、

㈱
棚
橋
食
品
の
棚
橋
勝
道
氏
の
３
氏
を

満
場
一
致
で
選
任
。幹
事
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
２
部
会
の
幹
事
の
皆
様
に
新
部

会
の
幹
事
と
し
て
引
き
続
き
お
務
め
い

た
だ
く
こ
と
に
。な
お
部
会
活
動
に
つ
い

て
は
、新
し
い
部
会
と
な
り
部
会
活
動
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、今
後
の
会
議
等
に

お
い
て
意
見
要
望
を
集
約
し
、部
会
員

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

● 

小
売
商
業
部
会
所
属
議
員
懇
談
会

　
小
売
商
業
部
会（
安
居
秀
泰
部
会
長
）

は
、去
る
５
月
30
日
に
当
所
に
て
所
属
議

員
８
名
、志
賀
谷
専
務
理
事
、事
務
局
２

名
が
出
席
し
て
議
員
懇
談
会
を
開
催
。報

告
事
項
と
し
て
、①
部
会
再
編
に
つ
い

て
、②
会
費
改
定
に
つ
い
て
、事
務
局
長

よ
り
説
明
。③
議
員
改
選
に
つ
い
て
、志

賀
谷
専
務
理
事
よ
り
選
挙
・
選
出
方
法
に

つ
い
て
説
明
。協
議
事
項
と
し
て
、①
部

会
活
動
に
つ
い
て
、軽
減
税
率
対
策
補
助

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事

業
、視
察
研
修
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
後
、当
所
に
設
置
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ（
Ｕ
レ
ジ
、Ａ
ｉ
ｒ
レ
ジ
）に
つ
い

て
デ
モ
機
を
体
験
い
た
だ
い
た
。

　
６
月
の
議
員
総
会
で
は
、会
頭
選
考
委

員
会
で
の
検
討
を
経
て
、い
よ
い
よ
次
期

会
頭
が
承
認
さ
れ
た
。次
期
会
頭
に
は
小

出
英
樹
氏
が
再
任
さ
れ
、小
出
会
頭
体
制

は
３
期
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま

た
、６
月
６
日
に
は
３
号
議
員
選
考
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、11
事
業
所
の
３
号
議
員

が
選
任
さ
れ
た
。続
い
て
今
後
各
新
部
会

に
お
い
て
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
、10
月

に
は
１
号
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。そ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
同
議
員
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。議
員

は
持
続
可
能
な
地
域
経
済
発
展
の
た
め

に
崇
高
な
使
命
を
負
う
こ
と
に
な
る
。そ

の
選
考
の
場
と
な
る
今
回
の
議
員
選
挙

は
、公
平
で
公
正
な
立
候
補
を
募
り
、本

格
的
な
選
挙
を
行
う
計
画
と
な
っ
た
。投

票
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
投

票
を
目
指
し
て
い
る
。こ
れ
は
他
の
商
工

会
議
所
で
は
前
例
の
な

い
取
り
組
み
で
あ
る
。

今
回
の
不
易
流
行
で
は

会
員
の
皆
様
に
関
係
す

る
１
号
議
員
選
挙
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

掲
載
す
る
。

2019年（令和元年） 彦根商工会議所議員選挙スケジュール
※網掛けは済

10・23 水

開催日時 内　　　容

15：30

10・23 水 14：30
10・21 月 15：00
10・   1 火 17：30

10・   1 火

9・19 木
9・17 火
9・13 金 17：30

9・13 金 17：15
9・   9 月 8：30

9・   6 金

8・19 月

8・   7 水 16：00

8・   2 金
6・26 水 15：00

17：00

6・   6 木

6・   6 木

16：00
5・22 水 15：30
4・24 水 17：30
4・24 水 16：00

11・   1 金 15：30

常議員会

常議員会

第１回会頭選考委員会
第１回議員選挙委員会開催→選挙日程等協議

選挙事務費用（選任費用）の決定
2号議員割当議決

3号議員選考委員会（正副会頭・部会長）（定数：11事業所）
通常議員総会

選挙人名簿の縦覧公告→縦覧の３日前
縦覧 ８月５日（月）～９日（金）の5日間→異議の申立

常議員会

部会総会開催
2号議員の選任：28事業所
部会長・副部会長（３名以内）・幹事の選任

立候補１号議員の受付→両日共午前９時～午後５時
　＊立候補書類・選挙費用

第２回議員選挙委員会

立候補１号議員追加受付（３日間）
・選挙立会人の選任

投・開票日
議員選挙委員会→当選の定め・報告書作成・当選者公告

第３回議員選挙委員会
追選挙
常議員会
臨時議員総会の提出議案の審議
臨時議員総会（新議員バッジ交付・写真撮影・議員クラブ幹事（部会２名）の選任）
新議員就任（任期３年→2022年10月31日迄）

～～

～

～

次
期
会
頭
承
認
！

次
は
い
よ
い
よ
１
号
議
員
選
挙
！

１号議員（41事業所）

会員・特定商工業者の選挙による選任
※９月９～13日に立候補者を受付し、10月１日に投・開票を行う。投票
は、投票権のある会員事業所様宛にログインＩＤとパスワードの記され
た文書を郵送等でご案内し、インターネットによる投票を行う。

２号議員（28事業所）

業種別に設置された部会による選任
※６月６日常議員会で承認された２号議員各部会の事業所数
金属工業部会（４事業所）・化学・素材工業部会 （３事業所）・地域開発
部会（６事業所）・交通・流通部会（３事業所）・小売商業部会（５事業所）・
観光・サービス部会（５事業所）・理財・情報産業部会 （２事業所）

３号議員（11事業所）

正副会頭・部会長による選考委員会による選任
※選任された新３号議員
㈱永昌堂印刷、近江鉄道㈱、キリンビール㈱滋賀工場、㈱滋賀銀行彦
根支店、滋賀中央信用金庫、㈱SCREENホールディングス彦根事業所、
夏原工業㈱、パナソニック㈱アプライアンス社ビューティ・パーソナル
ケア事業部彦根工場、フジテック㈱ BigWing、㈱ブリヂストン彦根
工場、㈱平和堂

次期会頭　小出英樹氏
㈱キントー 代表取締役会長
任期　令和元年11月１日～
　　　令和４年10月31日

▶昨年の日下部鳴鶴フィールドワーク
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▶ 朝日さす彦根大佛（2008.10.19.済福寺撮影）

▶大坂の陣戦没者供養牌（済福寺）

Treasure Hunting
OHMI

其
の
十
六  

普
渡
山  

済
福
寺

　
「Treasure H

unting O
H
M
I

」は
旧

彦
根
藩
領
に
存
在
す
る
宝
も
の（
歴
史
遺

産
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
彦
根
城
世
界
遺

産
登
録
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

其
の
十
六
は「
済
福
寺
」。水
谷
晴
亮（
せ
い

り
ょ
う
）14
代
目
住
職
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
事
務
局
が
担
当
し
た
。

事
務
局　
済
福
寺
に
大
き
な
金
色
の
お

地
蔵
さ
ま
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、実
際
に
間
近
で
拝
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
の
は
初
め
て
で
す
。お
地
蔵

さ
ま
の
見
お
ろ
さ
れ
る
視
線
に
安
心
感

を
覚
え
ま
す
。山
門
も
あ
ま
り
見
か
け
な

い
様
式
で
驚
き
ま
し
た
。

水
谷
晴
亮
住
職
　
済
福
寺
は
、大
坂
城
落

城
当
時
、二
十
有
余
万
の
戦
没
者
供
養
の

た
め
に
、彦
根
藩
井
伊
家
４
代
当
主
直
興

公
の
ご
寄
進
に
よ
り
、中
山
道
に
面
す
る

城
南
の
守
護
に
造
ら
れ
ま
し
た
。井
伊
家

の
祈
願
寺
で
宗
派
は
黄
檗
宗（
お
お
ば
く

し
ゅ
う
・
禅
宗
）。京
都
府
宇
治
市
の
黄

檗
山
萬
福
寺（
ま
ん
ぷ
く
じ
）が
大
本
山

で
す
。11
代
当
主
の
直
中
公
の
と
き
御
本

尊
の
延
命
地
蔵
尊
を
安
置
さ
れ
て
以
来
、

「
芹
の
お
お
ぼ
と
け
」、「
彦
根
大
佛
」の
名

で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。檜
の
寄
木
造

り
漆
金
箔
仕
上
げ
の
お
地
蔵
さ
ま
で
、台

座
か
ら
光
背
ま
で
の
高
さ
が
６
メ
ー
ト

ル
あ
り
、日
本
最
大
級
の
木
造
地
蔵
尊
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
が
必
要
で
す

が
、お
そ
ら
く
木
造
で
は
日
本
一
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
や
山
門
は
、多
数
の
信
徒
・
篤
志

家
の
方
々
の
ご
寄
進
を
い
た
だ
き
、平
成

６
年（
１
９
９
４
）お
よ
そ
２
０
０
年
振

り
に
黄
檗
宗
特
有
の
中
国
明
朝
風
の
文
化

が
漂
う
寺
院
と
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局　
御
本
尊
は
延
命
地
蔵
尊
な
の

に
、な
ぜ
彦
根
大
佛
と
い
う
の
で
す
か
？

水
谷
住
職
　
大
佛
と
い
う
の
は
像
高
が

１
丈
６
尺（
約
４
・
８
５
メ
ー
ト
ル
）以

上
あ
る
大
き
な
佛
像
を
い
い
ま
す
。有
名

な
奈
良
の
大
佛
は
、東
大
寺
大
佛
殿（
金

堂
）の
本
尊
で
銅
造
盧
舎
那
佛
坐
像
で

す
。

事
務
局　
直
中
公
は
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
な
大
き
な
佛
像
を
造
ろ
う
と
思
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
？

水
谷
住
職
　
寺
伝
に
よ
れ
ば
、直
中
公
と

済
福
寺
住
持
月
舟
如
棹
和
尚
に
、「
京
都

市
内
の
寺
町
に
あ
る
誓
願
寺
の
柳
の
根

元
に
、地
蔵
菩
薩
の
御
頭
が
埋
も
れ
て
い

る
か
ら
、こ
れ
を
礼
拝
せ
よ…

…

」と
、同

じ
夢
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。実
際
に

柳
の
根
元
に
地
蔵
菩
薩
の
御
頭
が
埋

ま
っ
て
お
り
、京
都
の
佛
師
早
川
兵
次
氏

に
命
じ
て
、御
頭
に
合
わ
せ
て
造
っ
た
の

が
延
命
地
蔵
菩
薩
で
す
。文
化
４
年（
１

８
０
７
）、直
中
公
は
、姫
君
の
念
持
佛
で

あ
る
安
産
地
蔵
尊
を
当
山
に
寄
進
し
こ

れ
を
胎
内
佛
と
し
彦
根
大
佛
を
お
祀
り

さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、地
蔵
尊
の
霊

験
に
よ
り
子
宝
・
安
産
に
恵
ま
れ
る
な
ど

数
々
の
ご
利
益
が
伝
わ
り
、人
々
の
崇
敬

を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
再
建
前
の
本
堂
に
は
顔
の
位
置
に
丸

い
窓
が
あ
い
て
い
ま
し
た
。東
大
寺
の
大

佛
殿
や
宇
治
の
平
等
院
の
よ
う
に
、屋
外

か
ら
も
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

事
務
局　
寺
町
の
誓
願
寺
と
は
何
か
関

係
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、現

在
の
本
堂
に
も
丸
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
窓

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が…

…

。

水
谷
住
職
　
誓
願
寺
の
柳
の
根
元
と
い

う
の
は
、何
か
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
が
、現
在
そ
れ
を
知
る
術
は
あ
り
ま
せ

ん
。本
堂
の
窓
か
ら
お
顔
と
胎
内
佛
を
納

め
た
胸
に
朝
日
が
さ
し
、霊
験
を
感
じ
る

一
瞬
が
あ
り
ま
す
。

事
務
局　
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
す
ね
。世
界

中
の
人
は
、今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
な
い

感
動
や
経
験
を
観
光
に
求
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ヘ
ン
ジ
と
呼
ば

れ
る
現
象
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
ル
の
間
に
垂
直

に
太
陽
が
落
ち
、最
も
美
し
い
夕
暮
れ
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。１
年
に
２
回
し
か
な

い
こ
の
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
路
上
に

彦
根
市
芹
川
町
９
１
９

ｔ
ｅ
ｌ
・
０
７
４
９-

２
２-

３
９
７
４

夕
陽
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
い
う
人
が
溢

れ
ま
す
。金
色
の
彦
根
大
佛
を
朝
日
が
照

ら
す
一
瞬
を
是
非
観
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

水
谷
住
職
　
信
仰
と
観
光
を
、将
来
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
は

難
し
い
問
題
で
す
。「
井
伊
家
ゆ
か
り
の

ふ
く
福
め
ぐ
り
」な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、特
別
な
一
日

を
経
験
で
き
る
と
い
う
の
は
魅
力
的
で

す
。お
顔
に
朝
日
が
さ
す
日
を
調
べ
て
み

ま
す
の
で
、是
非
お
参
り
く
だ
さ
い
。

事
務
局　
そ
も
そ
も
黄
檗
宗
と
い
う
の

は
、ど
の
よ
う
な
宗
派
な
の
で
し
ょ
う
か
。

水
谷
住
職
　
黄
檗
宗
は
臨
済
宗
、曹
洞
宗

と
並
ぶ
日
本
禅
宗
三
派
の
ひ
と
つ
で
す
。

江
戸
時
代
前
期
の
承
応
３
年（
１
６
５

４
）、明（
中
国
）の
佛
教
界
屈
指
の
名
僧

隠
元
隆
琦（
り
ゅ
う
き
）が
来
日
し
、将
軍

徳
川
家
綱
に
請
い
、寛
文
元
年（
１
６
６

１
）宇
治
に
黄
檗
山
萬
福
寺
を
創
建
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。隠
元
は
イ
ン
ゲ
ン

豆
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
教
義
的
に
は
臨
済
宗
の
一
派
で
す
。伽

藍
様
式
や
読
経
、法
要
様
式
、法
具
法
服

そ
の
他
す
べ
て
明
風
で
、臨
済
宗
と
分
離

し
一
宗
を
形
成
し
ま
し
た
。特
に
、黄
檗

宗
の
お
経
は
中
国
で
行
な
わ
れ
て
い
た

も
の
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
ま
す
の
で
、

唐
韻
で
読
み
ま
す
。般
若
心
経
で
い
う
と

「
ま
か
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
し
ん
ぎ
ょ
う

…
…

」と
唱
え
る
と
こ
ろ
が「
ぽ
ぜ
ぽ
ろ

み
と
し
ん
き
ん…

…

」と
な
り
ま
す
。

　
黄
檗
２
代
木
庵（
も
く
あ
ん
）が
黄
檗

宗
を
広
め
、以
来
代
々
の
住
持
は
13
代
竺

庵（
じ
く
あ
ん
）に
至
る
ま
で
渡
来
僧
で

し
た
。萬
福
寺
は
最
新
の
中
国
文
化
を
発

信
し
続
け
る
場
所
で
あ
り
、当
時
の
人
々

に
と
っ
て
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

事
務
局　
済
福
寺
の
縁
起
を
読
み
ま
す

と
隠
元
の
弟
子
の
太
虚
道
清（
た
い
き
ょ

ど
う
せ
い
）を
勧
請
開
山
と
し
た
と
あ
り

ま
す
。太
虚
は
、彦
根
藩
家
老
広
瀬
郷
右

衛
門
の
子
で
、黄
檗
２
代
木
庵
に
仕
え
た

学
僧
で
す
。黄
檗
宗
と
井
伊
家
と
は
何
か

し
ら
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
に

日
本
最
大
級
の
「
彦
根
大
佛
」

黄
檗
宗
に
つ
い
て

井
伊
家
と
黄
檗
宗

思
う
の
で
す
が…

…

。

水
谷
住
職
　
近
江
は
、全
国
的
に
み
て
も

黄
檗
寺
院
の
多
い
地
で
、そ
の
熱
心
な
支

援
者
が
彦
根
藩
井
伊
家
と
近
親
者
、そ
し

て
そ
の
家
臣
た
ち
で
し
た
。

　
例
え
ば
、筆
頭
家
老
の
木
俣
守
安（
き

ま
た
も
り
や
す
）は
、萬
福
寺
創
建
の
翌

年
、隠
元
に
十
六
羅
漢
像（
十
六
幅
）を
寄

進
し
て
い
ま
す
。常
円
寺（
西
沼
波
）の

寺
号
額
に
は
寛
文
11
年（
１
６
７
１
）の

隠
元
の
落
款
が
あ
り
ま
す
し
、木
俣
家
出

身
の
祐
堂
元
蔭（
ゆ
う
ど
う
げ
ん
い
ん
）

や
済
福
寺
開
山
の
太
虚
道
清
、綺
田
家
の

月
潭
道
澄（
げ
っ
た
ん
ど
う
ち
ょ
う
）な

ど
、自
ら
黄
檗
僧
と
な
り
ま
し
た
。藩
主

の
な
か
で
は
、３
代
直
澄
公
、４
代
直
興

公
が
積
極
的
に
黄
檗
宗
と
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　
黄
檗
宗
の
一
大
事
業
の
ひ
と
つ
に
鉄
眼

道
光（
て
つ
げ
ん
ど
う
こ
う
）が
お
よ
そ
13

年
の
歳
月
を
費
や
し
完
成
さ
せ
た
中
国
明

代
の
大
蔵
経
の
覆
刻
が
あ
り
ま
す
。天
和

元
年（
１
６
８
１
）に
完
成
し
た
の
で
す

が
７
千
巻
近
い
佛
教
叢
書
で
す
。こ
の
事

業
に
、直
澄
公
や
直
澄
の
同
母
姉
の
亀
姫

を
は
じ
め
、藩
士
の
庵
原
、宇
津
木
、三
浦

な
ど
多
く
の
彦
根
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。版
木
は
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ

て
い
ま
す（
萬
福
寺
塔
頭
宝
蔵
院
蔵
）。

　
直
興
公
は
黄
檗
寺
院
に
大
坂
の
陣
の
戦

没
者
供
養
を
さ
せ
て
い
ま
す
。済
福
寺
に

は
供
養
の
た
め
に
使
わ
れ
た
牌
と
黄
檗
僧

鉄
牛
道
機（
て
つ
ぎ
ゅ
う
ど
う
き
）の
書

が
伝
来
し
て
い
ま
す
。大
坂
の
陣
戦
没
者

の
供
養
を
目
的
の
ひ
と
つ
に
大
洞
の
地
に

弁
財
天
を
建
立
し
た
こ
と
を
知
っ
た
鉄
牛

が
、全
て
の
領
民
の
加
護
を
祈
り
、領
民
に

結
縁
さ
せ
堂
建
立
を
す
す
め
た
直
興
の
徳

を
称
え
る
内
容
で
す
。

　
黄
檗
宗
に
つ
い
て
は
彦
根
城
博
物
館

の
図
録『
彦
根
の
黄
檗
寺
院
』（
２
０
０
４

年
）に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
興

味
が
あ
れ
ば
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局　
黄
檗
宗
と
井
伊
家
の
こ
と
は

全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。里
根
山
の
麓

の
広
慈
院
や
光
林
寺
な
ど
の
黄
檗
寺
院

に
も
未
評
価
の
文
化
資
源
が
数
多
く

遺
っ
て
い
そ
う
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば

「Treasure H
unting O

H
M
I

」の
取
材

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成31年４月25日～令和元年６月６日 会員数1574件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

NWカメラ、通信機器等販売・施工・保守 三谷　龍太
石積み、土木工事、外構工事 山原　孝幸

小売商業
地域開発 山原石工 彦根市岡町30-9

㈱エムズ・システムサービス 彦根市京町1丁目3-15
観光・サービス ㈱USEN　彦根支店 IoTプラットフォーム事業・音楽配信事業 松下　耕典 彦根市佐和町11- 30
観光・サービス 自然の家　荒神山食堂 飲食業 田中　絹子 彦根市日夏町4794

　
６
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
６
月
６
日

当
所
に
て
、常
議
員
18
人
、小
出
会
頭
、夏

原
・
木
村
・
中
川
・
上
田
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、木
村
副
会
頭
が
議

長
に
就
任
。議
案（
１
）新
入
会
員
４
件
の

承
認
、（
２
）彦
根
商
工
会
議
所
常
議
員
の

辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い
て
、安
藤

博
氏（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
社
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
事

業
部
彦
根
工
場
長
）が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、（
３
）（
４
）議
員
改
選
に
伴
う
２
号

議
員
の
部
会
割
当
数
並
び
に
選
挙
事
務

費
用（
選
任
事
務
費
用
）、（
５
）委
員
会
・

研
究
会
の
設
置
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
原

案
通
り
承
認
さ
れ
、（
６
）平
成
30
年
度
事

業
報
告
、（
７
）〜（
15
）平
成
30
年
度
一
般

会
計
、中
小
企
業
相
談
所
会
計
、役
職
員

退
職
給
与
積
立
金
会
計
、建
物
・
Ｉ
Ｔ
保

常
議
員
会

―

Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根 

５
月
度
例
会―

木
材
・
木
工
工
業
・
化
学
工
業
・

繊
維
工
業
部
会　
合
同
部
会
長

会
議

５
月
16
日　
当
所
に
て

建
設
業
部
会

所
属
議
員
懇
談
会

５
月
16
日　
伊
勢
幾
に
て

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

５
月
18
日　
当
所
に
て

滋
賀
大
学
働
き
方

探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

５
月
14
・
21
・
28
日
、６
月
４
・

11
日　
当
所
に
て

正
副
会
頭
会
議

５
月
21
日　
当
所
に
て

第
１
回  

議
員
選
挙
委
員
会

５
月
22
日　
当
所
に
て

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
全
体
会
議

５
月
22
日　
当
所
に
て

建
設
業
部
会
・
不
動
産
部
会

合
同
正
副
部
会
長
会
議

５
月
22
日　
当
所
に
て

化
学
・
素
材
工
業
部
会　
総
会

５
月
23
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

活
用
説
明
会

５
月
24
日　
当
所
に
て

交
通
・
流
通
部
会　
総
会

５
月
28
日　
当
所
に
て

（
一
社
）近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド

正
副
委
員
長
会
議

５
月
30
日　
当
所
に
て

小
売
商
業
部
会　
所
属
議
員
懇

談
会

５
月
30
日　
当
所
に
て

彫
琢
会　
幹
事
会

６
月
３
日　
当
所
に
て

正
副
会
頭
会
議

６
月
６
日　
当
所
に
て

常
議
員
会
・
３
号
議
員
選
考
委

員
会

６
月
６
日　
当
所
に
て

三
水
会　
定
例
会

６
月
10
日　
や
す
井
に
て

地
域
交
通
研
究
会

６
月
11
日　
当
所
に
て

任
期
満
了
に
伴
う
議
員
ク
ラ
ブ

視
察
研
修
会

６
月
12
日
〜
13
日　
京
都
商
工

会
議
所
他
に
て

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

海
外
視
察
研
修
報
告
及
び

新
入
会
員
に
よ
る
事
業
Ｐ
Ｒ

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
杉
本
定
幸

会
長
）は
、５
月
13
日
に
石
原
ビ
ル
４
Ｆ
に

て
、５
月
度
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、タ
イ
を
訪
問
し
た
海
外

視
察
研
修
に
つ
い
て
、ヤ
ン
マ
ー
Ｓ・Ｐ
タ

イ
工
場
、高
橋
金
属
㈱
タ
イ
工
場
を
見
学

さ
れ
た
内
容
を
南
大
介
氏
よ
り
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
第
２
部
は
新
入
会
員
Ｐ
Ｒ
と
し

て
、お
う
み
＠
法
務
事
務
所
代
表 

松
田
勇

夫
氏
、ス
タ
ジ
オ
ウ
ィ
ン
ズ
代
表 
勝
美
英

俊
氏
、ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
㈱
執
行
役
員
部

長 

座
波
嘉
春
氏
、㈱G

ALLERY

空
代
表

取
締
役 

青
池
貴
司
氏
よ
り
各
々
の
事
業

や
経
歴
、現
状
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

滋
賀
大
学
働
き
方
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
企
業
人
と
語
り
つ
く
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
催

　
今
年
度
の
滋
賀
大
学
働
き
方
探
求
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、対
話
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ「
企
業
人
と
語
り
つ
く
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
５
月
28
日
に
当
所
１
階
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
」

と
題
し
て
㈱PRO

-SEED

の
青
栁
社
長
、

㈲
田
中
印
刷
所
の
田
中
社
長
、㈱
ア
ー
ト

プ
ラ
ン
の
渡
辺
社
長
、㈱
森
田
電
器
工
業

所
の
森
田
社
長
の
４
名
に
企
業
概
要
や
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
と
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、企
業
の
方
と
参
加
学
生
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。学
生
は
、

企
業
経
営
者
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
貴
重

な
機
会
と
し
て
意
欲
的
に
発
言
を
さ
れ
、

活
発
な
対
話
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

全
維
持
積
立
金
会
計
、会
館
敷
金（
預
り

金
）会
計
、労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
、共

済
事
業
会
計
、別
途
積
立
金
会
計
の
そ
れ

ぞ
れ
収
支
決
算
に
つ
い
て
志
賀
谷
専
務

理
事
、小
川
事
務
局
長
よ
り
説
明
の
後
、

橋
本
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、議
長

が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
。つ
づ
い
て（
16
）役
職
員
給
与
規
定

の
一
部
修
正
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
、（
17
）会
頭
選
考
委
員
会
の
結

果
に
つ
い
て
、中
川
委
員
長
よ
り
委
員
の

総
意
と
し
て
小
出
現
会
頭
に
続
投
を
ご

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、お
引
き
受
け
い
た
だ

い
た
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。以
上
の
議

案
に
つ
い
て
議
長
が
諮
り
、満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、（
１
）議
員
選
挙
委

員
会
、（
２
）議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変

更
届
、（
３
）部
会
・
委
員
会
活
動
に
つ
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▶ワークショップ前の挨拶

▶議員クラブ視察研修（京都商工会議所）

日本版DMO・一般社団法人

彦根市中央町3-8・tel.0749-22-5580
http://oh-mi.org/

　上田健一郎新会長(㈱千成亭 代表取締役)のもと始動し、会員
ニーズにお応えすべき迅速に活動するため委員会編成を行いました。
総務、企画、広報各委員会の名称は継続し、活動内容を一新いたし
ました。
● 総務委員会
　訪日観光客の増加のなか、今年度は特に来訪者が安心して周遊・滞
在できる受入態勢を強化します。観光庁の「地域観光資源の多言語
整備支援事業」を活用することにより、外国人が求めている英語表記
を行政と連携し、まずは彦根城及び博物館から行います。また、会員
向けサービスも充実させていきます。
　　　　　　 総務委員長  一圓 外志夫氏・一圓テクノス㈱代表取締役

● 企画委員会
　企画委員会は、各正副委員長が主軸となり、各々の強みを活かした
事業を展開していきます。資源を磨きあげ、周遊ルートを開発・販売す
る磯谷委員長の部会、近江の食をメインとした上川副委員長（㈱一休
庵 代表取締役）の部会、民間発の映画撮影ロケの彦根オープンセッ
ト（仮称）を活用し新規コンテンツを開発する山口副委員長（山甚建
設㈱）の部会と分けることにより、近江の魅力を維持・向上します。
　企画委員長  磯谷 淳氏・近江鉄道㈱取締役常務執行役員営業本部長

● 広報委員会
　今年度は当社団のホームページのリニューアルを主軸とします。
観光団体系のＷｅｂマーケティング優良事例を検討し、現在のOTB
ホームページに取り入れます。また、圏域の情報の仕組みづくりを
行うため「３市４町行政の観光課の実務担当者」も委員会メンバー
に参加していただきます。そして、デジタルテクノロジーを利用した
広報活動をすることにより、「見るＨＰから使えるＨＰへ」の観点での
新OTB-Webの拡張検討をします。
　　　　 広報委員長  田井中 徹氏・ホテルサンルート彦根代表取締役

令和元年度組織体制決定！

平成30年度 一般会計収支決算書　（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
収入の部 （単位：円）

勘定科目 決算額
款 項

1.会費 64,006,932
1.会費 45,660,500
2.特別会費 6,625,000
3.事業特別会費 2,524,500

198,000
4.負担金 8,998,932
5.過年度会費

2.特定商工業者負担金 818,472
3.事業収入 52,807,037

4,013,689
7,493,940
9,000,000
10,744,606
5,734,918
1,626,032
11,490,504

31,541,009
2,703,348

4,145,115
9,228,404
200,000

1.検定事業収入
2.会報広告料
3.共済手数料
4.各種手数料
5.会館使用料
6.冷暖房料
7.会館賃貸料
8.テナント共益費

1.市交付金
2.市委託金
3.市補助金
4.市負担金

4.交付金
12,500,000

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業委託金

5.雑収入 6,470,387

359,172

6.伴走型小規模事業者
支援推進事業 5,108,318

1.預金利息 337
2.雑収入 1,470,050
3.有価証券売却益 5,000,000

合                      計 190,543,167

6.繰入金 10,000,000
7.繰越金 24,899,330

支出の部 （単位：円）

支援推進事業費

5.消費税軽減税率対策窓口
相談等事業費 326,520

6.伴走型小規模事業者 5,362,438

1.一般事業費

2.委託補助対象事業費

16.空き店舗活用地域経済
　 活性化事業費

勘定科目 決算額款 項 目
1.事業費 76,129,942

60,876,149
213,408
2,731,355
133,118
1,494,257
2,156,907
2,157,622
6,932,585
720,000
240,408
303,600
4,578,009
605,080
400,000
90,200

1,981,535

6,499,034

15,253,793
5,852,760
420,000
2,732,075
560,000

2.部会活動費
3.委員会活動費
4.検定事業費
5.工業活動費
6.会員大会開催事業費
7.会報発行費
8.会報・書籍発行企画料
9.一般広報費
10.調査費

12.雇用対策費
11.法定台帳作成管理運用費

13.融合化事業費
14.会員募集費
15.ものづくり支援室

8,000,000
4,691,754

18.ライトアップ事業費
17.ジュニア育成事業費

16,947,27719.創立80周年事業費

1.関係機関等との連絡会議費

2.雇用福利事業費
3.地場産業等支援事業費
4.夏まつり事業費

1.講演会等開催費

63,399,902
23,360,686
15,680,904
7,679,782
7,261,651
598,778
6,722,499
1,079,652
1,079,340
1,651,169
39,152
716,698
1,025,757
76,680
225,817
828,234

12,588,653

33,400,000

12,516,423
72,230

1,874,878
1,892,084
8,047,476
6,003,076
2,044,400
1,053,197

15,000,000
18,400,000

190,543,167合　　　　　計

17,613,323収  支  余  剰  金
172,929,844支　出　合　計

1.給与費

2.福利厚生費
3.旅費･交通費

1.中小企業相談所特別会計繰出金
2.別途積立金特別会計繰出金

4.事務費

5.家屋費

6.会議費
7.渉外･交際費

2.管理費

3.繰出金

2.諸手当

1.通信運搬費
2.什器備品費

1.家屋管理費
2.保険料

8.公課分担金

9.雑費

1.分担金
2.租税公課

1.俸給

3.消耗品費
4.図書費
5.印刷費
6.事務機リース料
7.情報化推進費
8.車両維持管理費
9.事務諸費
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
部
会
順（
令
和
元
年
６
月
23
日
現
在
）

小
出 

英
樹

会
頭

㈱
キ
ン
ト
ー

代
表
取
締
役
会
長

夏
原 

平
和

副
会
頭

㈱
平
和
堂

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

木
村 

泰
造

中
川 

哲

副
会
頭

㈱
昭
和
バ
ル
ブ
製
作
所

代
表
取
締
役

志
賀
谷 

光
弘

彦
根
商
工
会
議
所

専
務
理
事

彦
根
市
中
央
町
３-

８

℡ 

２
２-

４
５
５
１

清
水 

克
己

常
議
員

㈱
清
水
鐵
工
所

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
安
清
町
４-

１
６

℡ 

２
２-

２
５
５
１

濵
口 

浩
一

常
議
員

宮
部
鉄
工
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
１
１
３
１

℡ 

２
２-

２
０
０
１

松
本 

隆

常
議
員

松
金
工
業
㈱

取
締
役
会
長

彦
根
市
金
沢
町
１-

１

℡ 

２
５-

４
６
１
１

副
会
頭

木
村
水
産
㈱

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
西
今
町
１

℡ 

２
３-

３
１
１
１

彦
根
市
後
三
条
町
７
２
５

℡ 

２
２-

１
７
７
５

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

３
０

℡ 

２
２-

７
９
７
１

彦
根
市
小
泉
町
１
５
５-

９

℡ 

２
２-

４
５
４
５

彦根で生まれて今年で62周年。
平和堂はこれからも「地域社会
のお役に立つ会社」であり続け
るために、より一層努力をしてま
いります。

テーブルウェアのイノベーター
として、「モダン＆シンプル」を
デザインコンセプトとして、世界
のマーケットに挑戦しています。

淡海の食文化を追求し、その恵み
をかたちにすることで地域社会
に貢献できるよう努力しており
ます。

私達は美しい自然環境を守るた
めに、当社のビジネス活動を通
じて、現在と未来の地球に貢献
します。

将来に向け、地域課題を全職員が
共有し、会員サービスの向上と事
務局機能の強化に努めてまいり
ます。

かけがえのない豊かな水環境を
次世代に引き継ぐため、水道バル
ブメーカーとして独自の技術で
社会に貢献できるよう努めてい
ます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

5年間で10億円の工場設備投資を
終え、女性が活躍する工場として
頑張ります。彦根総合高校の特集
（BBC「滋賀経済NOW」4/27放送）
をYouTubeで是非ご覧ください。

安
藤 

博

常
議
員

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

ビ
ュ
ー
テ
ィ・パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
事
業
部

彦
根
工
場  

工
場
長

彦
根
市
岡
町
３
３

℡ 

２
７-

０
４
２
４（
代
）

彦根で操業以来、「人が癒される
商品をカタチに」を基本理念に、
「美・健・食」の事業領域でオン
リーワン商品を創出しています。

宮
川 

孝
昭

常
議
員

㈱
永
樂
屋

代
表
取
締
役

彦
根
市
芹
中
町
４
０

℡ 

２
２-

１
４
６
６

玉
置 

貴
一

常
議
員

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
滋
賀
工
場

工
場
長

犬
上
郡
多
賀
町
敏
満
寺

１
６
０
０

℡ 

４
８-

１
２
１
１

泉 

藤
博

常
議
員

㈱
イ
ズ
ミ

代
表
取
締
役

彦
根
市
駅
東
町
１
１-
５

℡ 

２
３-

９
０
８
８

田
附 

弘

常
議
員

㈱
田
附
工
務
店

代
表
取
締
役

彦
根
市
高
宮
町
１
３
４
４-

２

℡
２
２-

２
４
３
７

谷 

節
雄

常
議
員

谷
庄
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
古
沢
町
４
９
４

℡ 

２
２-

６
３
９
６

髙
木 

淳
一

常
議
員

㈱
髙
木
造
園

代
表
取
締
役

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
７
８

℡ 

２
４-

２
８
２
８

この時代まさに不易流行。守る
べきものと変えるべきものを
しっかりと見極め、彦根の地場産
業の一角を守っていきます。

暑中お見舞い申し上げます。
ビールのおいしい季節が到来し
ました。キリンは、一番搾り・午
後の紅茶等で皆様に喜びをお届
けします。

伝統に裏付けられた技術をベー
スに夢を形にするのが私たちの
仕事です。「笑顔に逢いたい」を
モットーに地域の皆様に貢献い
たします。

「人と緑を技（ぎじゅつ）でつな
ぐ」という使命感を持って、心の
ゆとりと安らぎを提供すべく、こ
れからも庭造り・街創りに取り
組んでいきます。

一
圓 

外
志
夫

常
議
員

一
圓
テ
ク
ノ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

１
０

℡ 

２
２-

７
９
７
４

暑中お見舞い申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く
御礼申し上げます。炎暑の折、皆
様方のご自愛のほどお祈り申し
上げます。

熊
川 

忠

常
議
員

㈱
滋
賀
原
木

専
務
取
締
役

彦
根
市
西
沼
波
町
１
７
５-

１

℡ 

２
２-

４
７
７
１

昭和37年創業以来、木材・建材
の販売を中心に、木工事や不動
産、保険・保証の取次まで、幅広
いサービスを展開しています。

船
谷 

昭
夫

常
議
員

大
阪
ガ
ス
㈱

滋
賀
地
区
支
配
人

草
津
市
西
大
路
町
５-

３
４

℡ 

０
７
７-

５
６
６-

０
９
５
０

ご家庭から業務用・産業用まで、
天然ガスと電気もお送りします。
省エネで安心・安全なまちづく
りを目指します。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

暑中お見舞い申し上げます。
総合不動産業を通し、お客様に
喜んでいただき、地域社会の発
展に貢献する為、より一層邁進
してまいります。

上
田 

健
一
郎

副
会
頭

㈱
千
成
亭
風
土

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
平
田
町
８
０
８

℡ 
２
６-

２
２
９
９

この夏最高の時を共有したい。
千成亭では個性豊かな７つの飲
食店を展開し、彦根で培われた
和牛の伝統と食文化をお届けし
ます。

宮
脇 

國
雄

常
議
員

美
成
産
業
㈱

代
表
取
締
役
専
務

彦
根
市
後
三
条
町
１
３
８

℡ 

２
２-

０
３
７
１

宇
都
宮 

靖
雄

常
議
員

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱ 

Ｂ
ｉｇ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

常
務
執
行
役
員
・
総
務
本
部
長

彦
根
市
宮
田
町
５
９
１-

１

℡ 

３
０-

７
１
１
１

当社は下着のネット販売をして
います。アイテム、サイズやカ
ラーも豊富に取り揃えています。
是非お気に入りの商品を見つけ
てください。

本社機能がある当事業所でエレ
ベータの研究開発や生産を担っ
ています。彦根から世界に「安全・
安心」な製品の提供に努めます。
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中
川 

明

常
議
員

㈱
太
陽

取
締
役
会
長

彦
根
市
小
泉
町
３
４-

６

℡ 
２
４-

３
３
０
０

安
居 

秀
泰

常
議
員

ト
ラ
ヤ
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
銀
座
町
５-

４

℡ 

２
２-

５
８
２
１

藤
田 

武
史

常
議
員

㈲
い
と
重
菓
舗

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
３-

３
７

℡ 

２
２-

６
０
０
３

和紙の専門メーカーとしてイン
テリア和紙をはじめ襖紙・壁紙
など豊富な経験を生かしたご提
案ができます。お気軽にご相談
ください。

1953年創業以来、「ありがとうご
ざいます」をモットーにお客様
にご満足いただけるよう頑張り
ます。

弊店は御陰様で今年創業210年
を迎えました。地域の皆様には
心より御礼申し上げます。これ
からもどうぞよろしくお願い申
し上げます。

片
岡 

哲
司

常
議
員

㈲
双
葉
荘

味
覚
の
宿 

双
葉
荘

代
表
取
締
役

彦
根
市
松
原
町
綱
代
口
１
３
７
７

℡ 

２
２-

２
６
６
７

一
圓 

泰
成

常
議
員

㈱
文
教
ス
タ
ヂ
オ

代
表
取
締
役

彦
根
市
佐
和
町
６-

１
５

℡ 

２
２-

７
６
８
１

野
坂 

喜
則

常
議
員

野
坂
税
理
士
事
務
所

所
長
税
理
士

彦
根
市
和
田
町
２-

１
１

℡ 

２
２-

３
７
５
７

四
方 

清
文

常
議
員

㈱
滋
賀
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
銀
座
町
３-

１
０

℡ 

２
２-

３
１
０
１

沼
尾 

護

常
議
員

滋
賀
中
央
信
用
金
庫

理
事
長

彦
根
市
中
央
町
５-

９

℡ 

２
２-

７
７
２
２

旅館－RYOKAN－の言葉が国
際語になりました。日本の伝統
的なお食事とサービスの向上を
目指していこうと思っています。

近江商人の「三方よし」の精神を
継承し「自分にきびしく、人には
親切、社会につくす」を原点とし
活動してまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
地域金融機関として地域活性化
に努めてまいります。
「まっすぐ未来」

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

大
西 

和
弥

常
議
員

彦
根
観
光
バ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
稲
里
町
６
１
９-

５

℡ 

４
３-

５
７
１
１

ふれあい楽しい日本の旅！ 安全
運行を常に、心のこもった接客
サービスを提供し、地域に貢献で
きる健全な企業を目指します。

木
川 

英
樹

常
議
員

㈱
公
益
社

代
表
取
締
役

彦
根
市
西
今
町
９
３
９

℡ 
２
２-

５
０
０
０

私たち公益社グループは、「人
と人の心の結びつき」を基本に
「ご家族の想い」を一番に考えた
葬祭サービスを提供してまいり
ます。

磯
谷 

淳

常
議
員

近
江
鉄
道
㈱

取
締
役
常
務
執
行
役
員

営
業
本
部
長

彦
根
市
駅
東
町
１
５-

１

℡ 

２
２-

３
３
０
１

川
村 

嘉
昭

監
事

関
西
電
力
㈱

滋
賀
支
社
長
代
理

彦
根
市
松
原
町
石
持

１
８
８
０-

１
０

℡ 

０
５
０-

７
１
０
６-

６
４
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
代
表
）
地域とともに歩む総合エネル
ギー企業として、電気・ガスの安
定供給、街づくりなどさまざまな
分野で彦根の発展に貢献してま
いります。

橋
本 

健
一

監
事

㈱
橋
本
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

彦
根
市
野
口
町
2
8
3-

2

℡ 

２
８-

７
７
７
７

佐
々
木 

努

議
員

日
立
化
成
㈱
彦
根
事
業
所

事
業
所
長

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
８
０
０

℡ 

２
８-

１
３
１
１

当社は、未知の領域に踏み出す
チャレンジ精神をもって、化学
を超えた「新たな価値」を創造
し、社会やお客様の期待を超え
る「驚き」を実現します。

山
岸 

弘
樹

議
員

㈱
ユ
ニ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

愛
知
郡
愛
荘
町
愛
知
川
８
２
１-

１

℡ 

４
２-

４
１
９
１

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

彦
根
市
高
宮
町
２
１
１

℡ 

２
２-

８
１
１
１

河
原
林 

正

議
員

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

彦
根
事
業
所

執
行
役
員 

滋
賀
地
区
担
当

彦
根
事
業
所
長

彦
根
市
高
宮
町
４
８
０-

１

℡ 

２
４-

８
３
０
０

土
沢 

健
一

議
員

㈱
ナ
ツ
ハ
ラ

代
表
取
締
役

犬
上
郡
豊
郷
町
大
字
八
町
８
０
３

℡ 

３
５-

３
３
４
５

平
居 

敏
彦

議
員

㈱
清
水
合
金
製
作
所

専
務
取
締
役

廣
瀬 

一
輝

議
員

廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業
㈱

取
締
役
会
長

内
田 

洋

議
員

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場

工
場
長

村
居 
哲
博

議
員

マ
ル
ホ
㈱
彦
根
工
場

工
場
長

彦
根
市
芹
川
町
４
３
６

℡ 

２
３-

２
０
２
０

彦
根
市
東
沼
波
町
９
２
８

℡ 

２
３-

３
１
３
１

彦
根
市
高
宮
町
２
７
６
３

℡ 

２
３-

５
５
４
１

平
井 

一
之

議
員

㈱
ナ
イ
キ
彦
根
工
場

取
締
役
工
場
長

彦
根
市
彦
富
町
７
７
３-

１

℡ 

４
３-

３
１
３
１

オフィス空間の専業メーカーと
してクリエイティブなオフィス
の提案により「ぴったりやさし
いいきいき空間」をご提供いた
します。

暑中お見舞い申し上げます。
SCREENグループは企業理念で
ある「未来共有・人間形成・技術追
求」を通じて社会に貢献します。

彦根工場は関西・中京圏をはじ
め日本全国のたくさんのお客様
の足元を支える安全・安心なタ
イヤを供給してまいります。

マルホ㈱彦根工場は医療用外用
剤の国内トップクラスの生産量
を誇りとし、安心・安全な医薬品
をお届けします。

北
村 

修
久

議
員

㈱
永
昌
堂
印
刷

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
西
沼
波
町
２
３

℡ 

２
２-

３
３
３
１

宮
川 

清

議
員

宮
川
仏
壇
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
7
8-

4

℡ 

２
３-

６
７
０
０

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

「安全・安心」を第一に、お客さま
に快適なサービスをご提供でき
ますよう、社員一同さらなる努力
をしてまいります。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

流体制御の新時代を拓く企業と
して躍進します。

水道は重要なライフラインの１
つです。当社は水道用バルブを
世の中に提供することにより、社
会に貢献し続けていきたいと考
えています。

ねじ製造販売・鋼製土木建材販
売工事・鉄骨加工・橋梁製作・ク
レーン揚重業・一般貨物自動車
運送事業
暑中お見舞い申し上げます。

お取引先様と消費者を結ぶコン
テンツを、印刷・ウェブ・アプリ
など様々な手段でご提案・ご提
供を行っております。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。
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杉
本 

定
幸

議
員

㈲
杉
本
塗
装

代
表
取
締
役

彦
根
市
金
剛
寺
町
６
８-

３

℡ 
２
８-

０
２
５
４

創業63年地元で塗装工事をして
います。住宅・ビル・アパート等
の内外装を行っていますので
よろしくお願い
します。

森
原 

勇
治

大
久
保 

泰
嗣

議
員

大
久
保
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
２
７-

１

℡ 

２
２-

２
６
０
２

奥
田 

秀

議
員

㈱
伊
藤
組

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
７
８-

２
１

℡ 
２
４-

６
５
０
０

三
須 

宏
一
郎

議
員

丸
三
不
動
産
商
事
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
大
東
町
１
３-

６

丸
三
ビ
ル
２
階

℡ 

２
３-

０
３
０
３

早
川 

隆
士

議
員

早
川
工
芸
㈱

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
西
沼
波
町
３
３-

１

℡ 

２
２-

１
４
９
３

梅
本 

正
和

議
員

金
城
測
量
設
計
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
正
法
寺
町
７
７-

４

℡ 

２
２-

２
５
９
８

議
員

㈱
森
原
工
務
店

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
７
８
０-

１

℡ 

２
２-

３
４
５
６

創業明治25年。育んでいただいた
地域に恩返し。これからも社会の
繁栄に貢献してまいります。

菊
川 

太
嗣

議
員

㈲
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
構
造
設
計
室

代
表
取
締
役

彦
根
市
長
曽
根
南
町
3
9
5-

4

℡ 

２
３-

８
０
８
２

田
中 

寿
信

議
員

㈱
田
中
家
石
材

代
表
取
締
役

彦
根
市
高
宮
町
１
０
８-

１

℡ 

２
２-

５
８
８
８

おかげさまで創業100余年。当社
は、祀り事の具体的な方法をは
じめ、お墓の新規・改祀、墓地の
ご紹介等のご相談、お手伝いを
させていただきます。

山
脇 

秀
介

議
員

滋
賀
建
設
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
小
泉
町
３
０
０-

９

℡ 

２
２-

３
２
２
８

小
椋 

政
昭

議
員

㈱
政
所
園

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
３-

１
５

℡ 

２
２-

０
７
１
７

中
島 

久
善

議
員

㈱
中
島
商
事

取
締
役
会
長

彦
根
市
川
瀬
馬
場
町
７
３
５

℡ 

２
５-

０
３
３
４

北
川 

直
廣

議
員

㈱
花
廣

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
錦
町
２-

１
６

℡ 

２
２-

１
５
７
８

大
菅 

良
治

議
員

㈱
大
菅
製
菓

代
表
取
締
役

彦
根
市
中
央
町
４-

３
９

℡ 

２
２-

５
７
２
２

細
江 

正
人

議
員

㈱
天
晨
堂

会
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
３
７

℡ 

２
４-

２
１
１
２

“花はまごころ”
冠婚葬祭を問わず重宝な胡蝶蘭
鉢には、特別こだわって取り揃
えております。お気軽にご相談
ください。

大
塚 

恵
昭

議
員

㈱
パ
リ
ヤ

代
表
取
締
役
社
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
７
２-

２

℡ 

２
２-

０
１
４
６

スーパーマーケットとして、おい
しく安心・安全な食品を提供し、
地域の皆様方の豊かな食生活に
貢献できますよう努力してまい
ります。

石
原 

成
郎

議
員

石
原
産
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

彦
根
市
西
今
町
品
井
戸
５
５-

１

℡ 

３
０-

０
８
０
０

おかげさまで中国料理龍鱗は創
業40周年を迎えることができま
した。２号店となる草津栗東店
共々よろしくお願いいたします。

近
藤 

嘉
男

議
員

㈲
丁
子
屋
薬
局

代
表
取
締
役

彦
根
市
銀
座
町
４-

１
８

℡ 

２
２-

２
７
０
２

法
村 
賢
仁

議
員

㈱
ユ
ー
コ
ー

代
表
取
締
役

彦
根
市
東
沼
波
町
２
０
０-
７

℡ 

２
４-

４
１
５
４

地域の皆様に愛され親しまれる
店作りを目指して頑張っていき
ます。

安
齋 

和
真

議
員

さ
ざ
な
み
酒
店

彦
根
市
佐
和
町
１
０-

４

℡ 

２
２-

１
２
０
１

お世話になった方へ、当店おすす
めのお酒はいかがでしょうか。
また、角打ちコーナーでは、クラ
フトビールや夏酒の飲み比べも
楽しんでいただけます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

看板の事なら当社にご相談くだ
さい。確かな技術でご満足いた
だける製品を設計・施工まで、ご
提供させていただきます。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

暑中お見舞い申し上げます。
弊社ではサマー・エコスタイル
を実施しております。ご来社の
際は軽装でお越しくださいませ。

暑中お見舞い申し上げます。
「誠実」かつ皆様の信頼にお応え
できる企業を目指します！

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

当社は、分譲宅地販売・土地の売
買・賃貸等を中心に営業させて
いただいております。土地に関
することでしたらお気軽にご相
談ください。

暑中お見舞い申し上げます。
日本茶の伝統を継承しつつ新
しい「お茶」のスタイルを発信。
喫茶コーナーも併設ご利用く
ださい。

夏場の熱中症対策に各学校と各
企業様にも御利用いただいてお
りますおいしい「水」ウォーター
ネットを販売しております。よ
ろしくお願いします。

地元彦根を代表する銘菓三十五
万石の菓心おおすがです。これ
からも真心込めた手作りの味を
皆様へお届けします。

あなたの本棚天晨堂ではお客
様が直接インターネットによる検
索発注ができ、受取は自宅・店頭
双方可です。a-hon.comまたは
e-hon.ne.jpで検索ください。

暑中お見舞い申し上げます。
今後とも、ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

和
田 

旱
子

議
員

彦
根
急
送
㈱

取
締
役
会
長

犬
上
郡
多
賀
町
中
川
原

石
塚
５
３
１-

１

℡ 

２
２-

２
０
３
９

猪
飼 

弘
実

議
員

㈲
猪
飼
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役

彦
根
市
八
坂
町
２
０
０
０-

１

℡ 

２
３-

３
２
８
０

藤
田 

明
男

議
員

㈲
フ
ジ
タ
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役
会
長

彦
根
市
大
藪
町
２
０-

２
１

℡ 

２
３-

４
６
０
８

暑中お見舞い申し上げます。
令和の時代を新たな気持ちで、社
員一同協力して励みたいと思い
ます。よろしくお願い申し上げ
ます。

常に安心・安全を考え、お客様に
満足いただけるクルマ造りを目
指して日々頑張っています。お
気軽に当店へお立ち寄りくださ
い。お待ちしています。

暑中お見舞い申し上げます。
昭和42年より営業させていただ
いております。愛車の事なら、お
気軽にご相談ください。

西
村 

隆

議
員

彦
根
倉
庫
㈱

代
表
取
締
役

犬
上
郡
多
賀
町
敏
満
寺
７
２
７

℡ 

４
８-

８
０
８
０

輸送・保管・流通加工・輸出入等
トータルサポートいたします。
まずはWebをご覧ください。
http://hikone-log.com
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髙
尾 

栄
一

議
員

平
和
観
光
開
発
㈱

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

常
務
取
締
役
支
配
人

議
員

西
日
本
電
信
電
話
㈱

滋
賀
支
店

支
店
長

彦
根
市
鳥
居
本
町
２
９
５
８

℡ 

２
２-

０
０
１
１

交通アクセス抜群！各地から集
まるコンペなら彦根CCが絶対
便利。米原駅や彦根駅からの送
迎も承ります。ご来場お待ちし
ています。

宮
川 

基
司

議
員

㈱
伊
勢
幾

代
表
取
締
役

彦
根
市
錦
町
４-

２
３

℡ 
２
２-

０
０
６
３

暑中お見舞い申し上げます。
地元近江の食材を使った、天ぷら
や月替会席を地元のお酒と共に
お楽しみください。

小
野 

弘
嗣

彦
根
市
立
花
町
５-

１
３

℡ 

２
２-

１
６
０
０

鈴
木 

則
成

議
員

鈴
木
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
㈱

代
表
取
締
役

彦
根
市
後
三
条
町
３
５
０-

３

℡ 

２
４-

０
６
５
６

私たちは、超高齢社会で果たす
役割を自覚し、住み慣れた地域で
その人らしい生活ができるよう、
安心と幸せを提供しています。

暑中お見舞い申し上げます。
ソーシャルICTパイオニアとし
て社会課題解決と価値創造等、
皆様のお役に立ちたいと思って
います。

上
川 

悟
史

議
員

㈱
一
休
庵

代
表
取
締
役

犬
上
郡
甲
良
町
池
寺
１-

５

℡ 

３
８-

３
８
５
１

暑中お見舞い申し上げます。
心を込めて毎日手作りしている
自慢の豆腐と湯葉を是非召し上
がってください。

上
田 

豊
弘

議
員

㈲
千
乃
吉
ぽ
う

代
表
取
締
役

彦
根
市
本
町
１
丁
目
１
１-

２
５

℡ 

２
７-

２
９
２
９

小
林 

正
典

議
員

㈱
関
西
み
ら
い
銀
行
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
長
曽
根
南
町
４
４
４-

５

℡ 

２
２-

１
４
８
０

焼肉ダイニング千乃房では個体
識別番号をもった近江牛の焼肉
や創作料理がお楽しみいただけ
ます。生ビールのサーバー席が
ご好評いただいております。

「関西の未来とともに歩む新たな
リテール金融サービスモデル」
を構築し、地域社会への発展・活
性化への貢献を実現してまいり
ます。

樋
口 

雅
都

議
員

㈲
銀
水

代
表
取
締
役

彦
根
市
旭
町
９-

５

℡ 

２
２-

０
９
１
９

銀水では旬の食材を取入れ、お客
様に喜んでいただけるよう日々
努力をいたしております。ご来
店お待ち申し上げます。

和
田 

一
繁

議
員

鳥
羽
や
旅
館

彦
根
市
河
原
三
丁
目
１-

２
３

℡ 
２
２-

０
３
２
５

明治13年創業、当館の地域が国
の重要伝統的建造物群保存地区
に選定され、これからも地域と共
に伝統文化を継承してまいります。

大
辻 

正
樹

議
員

大
辻
税
理
士
法
人

代
表
社
員
税
理
士

彦
根
市
平
田
町
４
１
０-

６

℡ 

２
３-

６
４
１
２

平
林 

克
美
　

議
員

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
彦
根
営
業
所

所
長

彦
根
市
中
央
町
３-

８ 

３
階

℡ 

２
６-

０
９
７
７

「お客様の繁栄が我々の喜び」を
経営理念に税務申告だけでなく、
各種提案業務を専門特化した
スタッフがお手伝いさせていた
だきます。

生命共済制度・福祉共済制度（経
営者保険）の普及推進に努め、会
員事業所各位様の経営基盤の強
化に貢献してまいります。

西
本 

智
彦

議
員

大
和
証
券
㈱
彦
根
支
店

支
店
長

彦
根
市
佐
和
町
６-

９

℡ 

２
３-

２
１
１
１

お客様からの信頼こそが、大和証
券グループの基盤です。今後と
もご指導、ご支援を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げます。

彦 根 金 融 協 議 会
滋賀銀行・りそな銀行・大垣共立銀行・関西みらい銀行
商工組合中央金庫・滋賀中央信用金庫・京都銀行

公
益
社
団
法
人 

彦
根
納
税
協
会

会
長 

夏
原 

平
和

役
員
一
同

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２-

２
８
３
６

暑中お見舞い申し上げます

彦根商工会議所 職員一同

◇８月3日（土）～5日（月）

万灯祭
8/5
（月）

■Seira（セイラ）
　①18：30～  ②19：30～
■延年風流（近江猿楽 多賀座）
　20：00～

8/4
（日）

8/3
（土）

■巡～MeguRee～
　（アコーディオンユニット）
　①19：30～  ②20：30～
■多賀音頭 20：00～

■スター☆トゥインクルプリキュアショー
　①18：15～  ②20：30～
■愛知東邦大学吹奏楽団（マーチングバンド）
　19：30～

毎夜■本殿祭・神楽
19：00～ 境内の提灯に一斉点灯

URL http://www.tagataisya.or.jp/　e-mail info@tagataisya.or.jp TEL.48-1101（代）

公益社団法人 彦根青年会議所

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２２-７５２２

理事長 宮脇國雄・副理事長 小林 守
副理事長 佐々木正幸・専務理事 田澤秀夫

ひこね繊維協同組合

彦根市大東町 2-41 土川昭ビル２F
ＴＥＬ ２２-４７６９

第66代理事長 川口義弘

彦根ロータリークラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２３-２１０１

会長 本庄秀樹・幹事 本登忠雄

彦根シャトーワイズメンズクラブ

彦根市銀座町２-２４ 高嶋屋ビル４F
ＴＥＬ ２２-００１０

会長 安澤 勝

彦根金亀ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-０２８９

会長 林 清和・幹事 川村 明・会計 伊藤洋二郎

彦根ライオンズクラブ

彦根市中央町３番８号 彦根商工会議所三階
ＴＥＬ ２４-２２５１

会長 布目雅稔・幹事 湊 加津夫・会計 大辻正樹

彦根南ロータリークラブ

彦根市小泉町 160 番４号
ＴＥＬ ２３-２１０２

会長 田中寿信・幹事 大菅良治

地域社会奉仕団体
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中小企業相談所からのお知らせ

①複数税率対応のレジ本体
②レジに付属する機器
　（決済端末を含む）
③設置に要する経費

軽減税率対策補助金

中小・小規模事業者が購入するもの

キャッシュレス・消費者還元事業

必要な経費の1／4を
中小・小規模事業者が負担、
残りの３／４を国が補助

①キャッシュレス決済端末
②決済端末の利用に必要な付属機器
③システム利用料、設置費用等
④タブレット、スマートフォン等

自己負担なし

本制度に参加する各決済事業者が提供するもの

飲食料品等を販売し
軽減税率対応が
必要な事業者

軽減税率の対象となる
飲食料品等を

販売していない事業者

複数税率対応のレジを
導入したい場合 キャッシュレス決済端末等を導入したい場合

（国が費用の2/3負担、決済事業者が費用の1/3負担）

※本制度に参加する各決済事業者が提供するもの
※補助期間終了後も契約を継続する場合は、決済端末等も引き続き利用可能

軽減税率対策
補助金を活用 軽減税率対策補助金を活用 キャッシュレス・消費者還元事業を活用

決済端末等

自己負担なし

レジ本体

費用の1/4が自己負担
（3/4を国が補助）

費用の1/4が自己負担
（3/4を国が補助）

レジ本体＋
決済端末等（付属機器）

どちらの補助制度を
活用するかを選択

中小・小規模店舗

キャッシュレス決済端末等の導入キャッシュレス決済端末等の導入レジの導入 レジの導入

複数税率対応のレジに併せて
キャッシュレス決済端末等も

導入したい場合

詳しくは彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551まで
お気軽にお問い合せください。

いよいよ10月から消費増税です。軽減税率対策補助金（レジ補助）とキャッシュレス・消費者還元事業が入り乱れ、なかなか
ご理解いただきにくいのではないでしょうか。この機会に概要をご説明します！

＊経済産業省資料から一部を転載しています

エアレジ（一式） Uレジ（一式） Coiney
エアレジ（カードリーダー等）

（iPadも貸与キャンペーン中）

制度の活用パターン

【目的】　　 飲食料品等を扱う中小・小規模事業者の軽減税率
対応を支援する

【誰に】　　 飲食料品等、軽減税率の対象となる物品を取り扱う
中小・小規模事業者

【何を補助?】 ①複数税率対応のレジ
②付属機器として決済端末等を導入する際に係る費用

【目的】　　 消費税率引上げ後の消費喚起と中小・小規模事業
者のキャッシュレス化を推進する

【誰に】　　 中小・小規模事業者
【何を補助?】 ①手数料

 ②キャッシュレス決済端末の導入に係る費用

商工会議所活用ケーススタディ

　
株
式
会
社
Ｐ
Ｒ
Ｏ-
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
は
、Ｆ
Ａ

（Factory A
utom

ation
）の
シ
ス
テ
ム・ソ
フ

ト・ハ
ー
ド
の
設
計
を
行
う
企
業
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
設
計

か
ら
現
地
試
運
転
調
整
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
全
て
を
一
貫
し
て
担
っ
て
い
る
。工
場
や

プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
生
産
設
備
は
、Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ

て
息（
い
の
ち
）を
吹
き
込
ま
れ
る
の
だ
。

　
簡
単
に
い
え
ば
、ガ
ン
ダ
ム
は
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
で
あ
る
。パ
イ
ロ
ッ
ト
が
い
た
と
し

て
も
動
か
な
い
。地
上
戦
な
の
か
宇
宙
空
間

な
の
か
、最
適
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
あ
っ
て
初
め
て
赤
い
彗
星
と
戦
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
経
営
理
念
は
明
確

で
あ
る
。

● 

Ｐ
Ｒ
Ｏ…

…

技
術
、品
質
、サ
ー
ビ
ス
、全

て
に
お
い
て
真
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

を
目
指
し
ま
す
。

● 

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ…

…

自
ら
種
を
ま
き
、起
源
と

な
り
、世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
で
、

事
業
を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

● 

Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ…

…

全
社
員
が
夢
を

持
ち
、仕
事
を
通
じ
て
自
己
の
成
長
を
感

じ
、自
己
実
現
に
つ
な
が
る
企
業
で
あ
り
続

け
ま
す
。

　
「
科
学
性
」「
社
会
性
」「
人
間
性
」の
３
つ
の

側
面
で
妥
当
性
の
あ
る
経
営
理
念
は
、経
営

の
価
値
判
断
の
基
準
で
あ
り
、経
営
者
の
生

き
る
姿
勢
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。２
０
１
２

年
、Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
は
経
営
理
念
を
策

定
し
て
以
来
、急
激
に
経
常
利
益
を
伸
ば
し

大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
。ロ
ボ
ッ
ト
教
室
の

開
校
も
こ
の
思
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
取
り

組
み
だ
っ
た
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
青
栁
孝
幸
さ
ん
は

「
私
た
ち
は
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
す
が
、特
別
な
技
術
で
は
な
く

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。言
い

換
え
れ
ば
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、生
産
設
備

に
対
す
る
個
々
の
お
客
様
の
課
題
を
解
決

す
る
の
が
仕
事
で
す
」と
言
う
。

　
Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ（Program

-

m
able Logic C

ontroller

）エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

が
評
価
さ
れ
、２
０
１
０
年
10
月
、Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｓ（
シ
ー
メ
ン
ス
）の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
認
定
さ
れ
た
。Ｓ
Ｉ
Ｅ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
世
界
１
９
０
ヶ
国
で
事
業
を

展
開
す
る
ド
イ
ツ
の
多
国
籍
企
業
だ
。

彦根をエンジニアのまちに！！
株式会社 PRO-SEED
彦根市原町192-1  tel.0749-24-8737
https://www.pr-seed.com

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
機
械
を
動
か
す
に

は
、Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
専
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
が
必
要
で
、メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
仕
様

が
異
な
る
。青
栁
社
長
は「
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
シ
ェ

ア
は
、日
本
国
内
で
は
三
菱
電
機
が
約
60
％

を
占
め
、Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
約
３
％
で
す

が
、世
界
規
模
で
み
る
と
、Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
の
シ
ェ
ア
は
約
40
％
。当
時
、Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｓ
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
扱
え
る
企
業
は
国
内

に
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。パ
ー
ト

ナ
ー
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、マ
ー
ケ
ッ

ト
は
世
界
に
拡
が
り
、業
績
も
ア
ッ
プ
す
る

と
確
信
し
て
い
ま
し
た
」と
話
す
。Ｓ
Ｉ
Ｅ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
の
売
り
上
げ
は
２
０
１
３
年
の

時
点
で
約
１
０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
２
０

１
８
年
に
は
約
１
億
７
０
０
０
万
円
に
ま

で
達
し
た
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ
る

が
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
得
意
と
す
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
、そ
の
需
要
は
伸
び
続
け
て
い
く

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。２
０
１
８
年
、

Ｐ
Ｒ
Ｏ-

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環

と
し
て
自
社
の
社
屋
を
使
い「
ロ
ボ
ッ

ト
教
室
」を
始
め
た
。現
在
、５
歳
か
ら

12
歳
の
子
ど
も
た
ち
約
30
名
が
通
っ

て
い
る
。青
栁
社
長
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
、エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
す
子
ど

も
た
ち
が
増
え
る
。子
ど
も
た
ち
の
10
年
後

が
楽
し
み
で
す
。彦
根
で
生
ま
れ
育
ち
、世

界
で
活
躍
で
き
る
、そ
ん
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

ま
ち
に
し
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
青
栁
社
長
と
の
出
会
い
は
、市
民
活
動

「
よ
し
も
と
新
喜
劇
で
彦
根
を
盛
り
上
げ
る

会
」だ
っ
た
と
担
当
者
は
語
る
。そ
れ
か
ら

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申
請
を

き
っ
か
け
に
経
営
計
画
や
人
事
制
度
、滋

賀
大
生
と
語
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

な
ど
伴
走
型
で
か
か
わ
る
き
っ
か
け
が
で

き
た
。

　
青
栁
社
長
の
夢
は
、ロ
ボ
ッ
ト
商
店
街
を

つ
く
る
こ
と
。彦
根
を
も
の
づ
く
り
と
創
業

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
聖
地
に
す
る
べ
く
彦

根
商
工
会
議
所
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
教
室
を
開
校
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

▶青栁孝幸（あおやぎたかゆき）さん／48歳
2001年、「ティーケイエンジニアリング」を創業
（当時30歳）。2006年、株式会社PRO-SEED設
立。技術、品質、サービス、全てにおいて真のプロ
フェッショナルを目指す。
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青年部伝言板 ■Hikone Ｗｏｒｋ Academy マッチング会  7月15日（月・祝）  於：滋賀大学　■７月度例会 7月23日（火）19時開会  於：当所４階
Ａホール　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

3YEG合同例会を開催！ ～県内北３単会の絆を深める～ 

７月23日（火） 危機管理課見学会（15：00～）、納涼の集い（18：00～）

関西女連 京都大会に参加 会議所前緑地帯の草刈り・
            剪定作業を行いました

水
谷
醤
油
醸
造
場

　
　
　            

水
谷 

典
子

ジェトロ滋賀からのご案内

　経済産業省の調査によると2018年の米国・中国向け越境EC市場は前年比17.3％増の約2.3兆円規模と
されており、海外市場への輸出拡大を検討するうえで越境ECは非常に有効な手段となっています。
　ジェトロ滋賀では、越境ECの基礎知識ならびに、各企業が提供する越境EC事業のご紹介を通して越境ECに対する理解を
深めるためのセミナーを開催します。
　今まで越境ECを活用したことがない方、今後活用を検討されている方々のご参加をお待ちしております。

米国・中国市場を中心とした越境EC活用セミナー

海外展開での御相談はジェトロ滋賀へ。お気軽にお問合せください。 0749-21-2450 SIG@jetro.go.jp

グループディスカッションの様子

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
し
ま

し
たCAFE de N

IKE

の
山
崎
沙

智
と
申
し
ま
す
。

　
当
店
は
多
く
の
方
の「
丁
度
良

い
」を
目
指
し
、お
子
様
連
れ
歓
迎

の
お
席
、ラ
ン
チ
、カ
フ
ェ
利
用
は

も
ち
ろ
ん
彦
根
で
は
珍
し
い
昼
飲

み
、週
末
夜
は
フ
ー
ド
＆
バ
ー
と

し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
１
人
で
も
多
く
の
方
に
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
え
る
店
作
り
を
心
掛

け
、青
年
部
活
動
を
通
じ
て
彦
根

の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
発
信
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

C
A
FE de N

IK
E

　
　
　
　 

　
山
崎 

沙
智

女
性
会
事
業
所
紹
介

　
荒
神
山
を
仰
ぎ
み
る
宇
曽
川
の
畔
、

創
業
一
六
五
年
、地
元
の
方
に
愛
さ
れ

る
味
を
つ
な
い
で…

…

　
私
は
、公
務
員
を
退
職
し
、こ
こ
に

嫁
い
で
三
五
年
、先
代
の
両
親
と
共
に

家
業
手
伝
い
と
し
て
の
日
々
で
し
た
。

そ
し
て
主
人
で
五
代
目
、息
子
が
六
代

目
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
代
々
、引
き
継
が
れ
た
ヤ
マ
タ
醤
油

の
味
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
、わ
が
社
独
自
の
商
品
を
お

客
様
と
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
の
商
品
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
醤
油
の
仕
事
を
通
じ
て
、た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
出
会
い
充
実
し
た
日
々

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
な
が
ら
、新
し
い
形
の
醤
油
作
り
に

ト
ラ
イ
し
て
い
き
ま
す
。

#lovehiko Music Festival 2019
～一期一会～

　この度、「#lovehiko Music Festival 
2019 ～一期一会～」を開催する運び
となりました。
　本事業では彦根城を中心にして音
楽を共通言語に、彦根市内外の誰も
が楽しめるイベントを市民が一体と
なって作り上げたいと考えています
ので、ぜひご参加ください。

開催日時：2019.9.29（日）11：00 -19：00
開催場所：いろは松駐車場他

水谷醤油 検 索

主催：ジェトロ滋賀、滋賀県　後援：滋賀銀行、関西みらい銀行、滋賀県よろず支援拠点（滋賀県産業支援プラザ）

受講料
無料

　去る５月29日（水）、マリアージュ彦根にて「３ＹＥＧ合同例会」が開
催されました。
　彦根ＹＥＧの鈴木会長より開催地を代表して挨拶の後、長浜ＹＥＧ
の川上会長による乾杯の発声で開会いたしました。
　毎年恒例の例会として、長浜・八日市・彦根の３単会による交流例
会として、今回は会員がランダムに各テーブルへ座り名刺交換を行いま
した。
　交流会の途中で、各単会のエピソードクイズ大会が実施され、テーブ
ル内のメンバーと単会の枠を超えて一緒に相談することにより、親睦を
図れ有意義な時間として過ごすことができました。

　私自身は、今回初めて参加させていただきましたが、長浜・八日市の
両単会の方 と々情報交換を行い、交流を深めることができ、良い刺激
を得ることができました。
　今後も、今回のような合同例会等へ積極的に参加していき、地域発
展に繋げていけるようにＹＥＧの一員として、様 な々事業に取り組んで
いきたいと思います。　　　　　　　　　　  　 樋口配管　樋口 勇太

　第31回関西商工会議所女性会連合会総会 京都大会が令和元年6月
14日（金）午後1時30分より京都ホテルオークラ「暁雲の間」にてテーマ
「Kyoto・未来創生～新たな次代へ～」を掲げられ開催され、彦根商工会
議所女性会より事務局を含め13名が参加いたしました。会場は関西二
府五県より666名の会員の方で埋め尽くされ女性会の方々の前向きさが
感じられる総会でした。また、講演会は演題「今、女性が変わる関西から
～文化×経済の視点～」講師山田啓二氏（前京都府知事）でした。人口の
年代別視点、過去から未来の日本の人口推移によって今後を予測し女性
のリーダーシップがいかに大事かを解り易く講演されました。
　休憩時間には物産展を開催され京都の名産品がずらりと並びました。
その後懇親会が開催され、演目も素晴らしく、京都女性会の方々の細や
かなおもてなしが随所に感じられ感激いたしました。
　今回、参加させていただき女性会の発展と未来に貢献できるよう、日々
精進したいと感じました。ありがとうございました。　  ㈱イズミ  泉 久枝

　6月12日（水）に今年度1回
目の会議所前緑地帯の草
刈り作業を、会員と事務局
の16名で実施しました。年
間３回を予定しています。
今回は朝8時集合。最初は
曇りの天候でしたが、終了
前には日差しが強くなり、
大変暑い中での作業とな

りました。でも、前日に降ってくれた雨のお陰で土が軟らかく、除草作業
は簡単に進めることができたと思います。生け垣の刈込みには電動の
こぎりを用意していただきました。さすがに速い！とても綺麗に剪定をし
ていただきました。緑地帯の内側にはこんなに草が生えているんだ！と
びっくりしました。普段気にせず通り過ぎていましたが、これからは草の
様子を気にかけたいと思います。
　草刈りの後に数人が残ってお花の植え替えもしていただきました。
これから梅雨に入り、雨が降り日光が当たることで綺麗に根付いてくれ
ることが楽しみです。
　次回の実施日は未定ですが、もっと暑い時期になると思います。皆さん
ご協力よろしくお願いします。 　　　　   　  　㈱ユーコー  法村 浩子

あ
の
ね
〜

https://www.jetro.go.jp/customer/
act-login?actId=B0053877G

7月17日（水） 13：30～ 16：30
　　　　 受付開始  13：00～

コラボしが21 3階 中会議室2
大津市打出浜2-1

日　時

場　所

30名＊先着順
下記URLまたはQRコードから「イベント申込ページ」
にアクセスいただき、必要事項をご入力ください。
尚、初めてご利用の方はユーザー登録が必要です。

申込方法

申込締切 7月12日（金）17：00まで

13：30～ 14：20
　越境ECの基礎知識 ～中国の消費動向等を中心に～
　講師：ジェトロ 市場開拓・展示事業部
　　　   海外市場開拓課 課長代理 草場 歩 氏
14：30～ 15：10
　米国向け「海外展開ハイウェイ」のご紹介
　講師：日本通運株式会社 事業開発部  主任 小笠原 渉 氏
15：10～ 15：50
　中国越境ECサイト「平和堂商城 日本館」のご紹介
　講師：株式会社 PHT 日本
　　　   平和堂（中国）有限公司  日本支社 支社長 手塚 貴博 氏
15：50～ 16：00　ジェトロ越境EC事業等のご紹介　
16：00～ 16：30　質疑応答／個別相談会　※希望者のみ

Program

定　員

YEG July.20l9青年部通信July.2019女性会通信   

INFORMATION
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　今回の調査は通算10回目の調査にあたる。暦年（1月～12月）の調査結果

に波及推計まで加えたうえで、その翌年の3月に公表する本報告書は、速報

性において全国的に類をみない。また、同種の調査をほぼ毎年にわたり継

続的に実施していることも、人口11万人の中規模市としてはめずらしく、

滋賀県内では本市のみである。それゆえ、行政サイドにとっては交通・観光

関連施設整備等の観光都市整備のための1次資料として、民間事業者に

とっては需要予測を行うための、そして一般市民にとっては市の観光施策

の現状を知るうえで有益な資料となることが期待される。

　平成30年は、その前年に催された「国宝・彦根城築城410年祭」やNHK 大河

ドラマ「おんな城主 直虎」終了による反動減、および7月の天候不順が響き、

総じて観光事業は低調だった。

　今年も彦根市観光動態として普遍的なものが確認できた。彦根の観光客

像というのが、家族あるいは友人知人といった二人連れの日帰り個人旅行

者であり、自家用車で来訪しているということだ。訪問する観光スポット

は「彦根城」と「キャッスルロード」の2地点に限られ、直線的かつ発展性の

乏しい観光ルートに留まっていることが改めて浮き彫りとなった。

　観光後の感想としては、「落ち着いた」、「静かな」、「きれいな」街並みであ

り好印象を抱いたという割合が前年同様に高かったことがよりわかった。

加えて、トイレについては「きれい」「使いやすい」という評価が例年に比べ

て目立っていた。平成30年2～3月にかけて実施した、各市営駐車場併設の

トイレを、和式からバリアフリー対応の洋式に改修したことが奏功したの

だろう。

　一方で、課題については、①自動車に関する苦情（駐車場増設、渋滞対策、

歩車分離の徹底）や、②彦根城天守閣を含む城山公園全体の高齢者対策へ

の要望が目立った。これらは観光客の高齢化が進展する中で、毎年否定的

意見として挙がってくるものだが、リピーター客が全体の１/３を占める

現状を鑑みると、中長期課題として看過すべきではないだろう。

　自動車に関する苦情は、観光シーズンにおける彦根城周辺エリアへのマ

イカーの過剰流入が根本原因となっている（マイカーによるオーバーツー

リズム）。こうした当該観光地でのいわゆる「駐車場難民」は、スムーズに駐

車できていれば得られたであろう観光消費の機会損失を生むどころか、彦

根の観光イメージを著しく損ねてしまいかねない由々しき問題である。

観光シーズン中における彦根までの代替的交通手段としては鉄道（JR・近

江）がある。観光シーズン中に限っては、自動車から鉄道へのシフトを促す

ような施策を講じる意義は大きい。彦根市では平成29 年より「パーク・ア

経済波及効果総額294億円、雇用効果1,290人
【観光消費による経済波及効果の総額】
　観光消費158億円による経済波及効果総額は294億円と推計さ
れた。また、雇用効果は1,290人と推計された。これは彦根市の第3
次産業総生産（2,999億円）の9.8％、同市第3次産業労働力人口
（3.5万人）の3.7％に相当する。前年調査に比べ経済波及総額で68
億円減少した。雇用効果では139人減少した。

【観光客数と観光消費額】
　彦根市に来訪した観光客数（実人数）は、206万人であった。
そのうち、宿泊客は46万人、日帰り客は160万人と推計される。
宿泊・日帰り客を合算すると、交通費14億円、宿泊費52億円、飲
食費41億円、お土産購入費33億円、その他17億円を消費してい
る。これらより、観光客の消費総額は158億円と推計される。なお、
お土産購入費に占めるひこにゃんグッズ販売額は7億円と推計さ
れる。観光消費額、宿泊・日帰り客消費内訳は以下の図3のとおり
で、全体に占める宿泊客の観光消費額が過半となった。
　観光消費額の月別消費額推移は図4のとおりである。4月およ
び10・11月は、彦根城周辺の花見・紅葉にともなう観光消費が伸びた。8月は湖岸周辺のウォーターレジャーや花火大会のような大規模イベント
が寄与し、宿泊客・日帰り客共に10億円を超えた。

　平成30年の城山公園入場者数は、約73万人。前年調査比で11
万人、率にして13％減少した。入場者が73万人程度になるのは、平
成24年以来5年ぶりとなり、前年比では2月以降の全ての月で前年
割れとなり、平年比でも6月以降が前年割れとなった。月別に見ると
10万人を超えたのは4月のみ、8万人を超えたのは5月と11月だった。
　彦根城博物館入館者数は、年間約13万人で城山公園入園者の2 
割弱に相当する。玄宮園入園者数は、年間約27 万人で城山公園入
園者の4割弱に相当し、博物館入館者の倍に相当する。いずれの施
設も、春季（3～ 5月）で年間入場者の1/3 が来訪している。城山公
園・博物館・玄宮園の入場者は、それぞれ土・日・祝日で、全体の半
分を占める。土・日・祝日は平日に比べて、城山公園で約2.2倍、博
物館で約2.4倍、玄宮園で2.0倍の観光客が入場した（図１）。

地域経済データ

平成30年 彦根市観光の消費動向調査および観光消費による経済波及効果の推計（調査分析：滋賀大学社会連携研究センター）より抜粋
彦根市観光に関する経済波及効果調査結果
　今回の不易流行では、平成30年度に彦根市により実施された「平成
30年 彦根市観光の消費動向調査および観光消費による経済波及効果
の推計」の結果を紹介。彦根市内観光エリア４箇所に調査ポイントを
設定し、彦根市を訪れた日本人観光客にランダムでアンケート調査を
実施した結果、1,707サンプルを得ることができた。
　本調査は、平成30年（暦年）の彦根市観光に関わる観光消費額と、そ
の経済的波及効果および雇用創出効果の推計を目的としている。
　そのため、

【観光客1人あたり観光消費額の内訳】
　観光客アンケートデータから、彦根観光における宿泊客・日帰り客別の1 人あたり観光消費
金額はそれぞれ19,549円、4,305円となった。前年調査に比べ、宿泊客で10.6％、日帰り客は
20.7％の大幅減額となった。各費目の構成比率では、日帰り客のお土産購入費に占めるひこ
にゃんグッズ購入費比率が6.2％ポイント上昇し、平成25年調査以来の2割台となった。日帰
り観光客の一人あたりの消費額が昨年度は彦根城築城400年祭の平成19年を超える程で
あったことから、今年の減少幅はより明確なものとなっている（図２）。

図４　月別消費額推移

図３　観光消費額、宿泊・日帰り客消費内訳

観光消費額（直接効果）観光客数206万人、観光消費額158億円、
ひこにゃんグッズ販売額は7億円

城山公園・彦根城博物館・玄宮園入場者の推移

観光消費による波及効果の推計を伴う経済効果測定調査  総括　　　　　
ンド・バスライド」の社会実験を実施しており、マイカーを彦根IC 近くに駐

車させ、そこからバスで移動するというアクセス手段を模索している。渋

滞回避や観光地まで10 分の短縮が図れた等、利用者からは概ね高評価を

得ている。近江鉄道（株）でも「パークアンドライド」と称し、彦根駅前に駐

車させそこから公共交通機関を利用してもらうという施策を試みている。

今後周知が図られマイカーから公共交通機関の接続がスムーズになると、

自動車を取り巻く諸課題を一挙に解決する有効な手段となるだろう。

　観光客高齢化への対策としては、先の道路環境改善に加えて、彦根城を

取り巻く城山公園一帯についても思慮深い検討が必要だ。予想以上の急こ

う配な坂道や天守階段を目の当たりにして引き返す観光客や、疲弊しきっ

たという観光客の声は少なくなかった。彦根城マップに「経路の勾配」や

「長椅子、水飲み場等ちょっとした休憩スポット」の情報を加えることに、

さほどの手間はかからないだろう。城山公園の周辺平坦地には石垣“風”の

ベンチが点在している。これらを城山公園内の長い経路の中間地点や、急

勾配坂道の途中に配置する一定の効果はあるだろう。

　バリアフリーの視点に立った観光施策は、「バリアフリー・ツーリズム」

や「ユニバーサル・ツーリズム」に通じるもので、全国的に態勢を整える地

域が増えている。高齢者をはじめ障がい者や彼らを介助する方々にとっ

て、安全安心に移動するためのサービス、ユニバーサル観光情報の提供、さ

らにはレンタル車椅子といったハードの提供は、高い満足度を得るうえで

重要な課題である。まずは、キーマンのハブとなるセンターあるいはコー

ディネーターをどう育成させていくかが出発点となる。

　こうした視点は、観光消費による地域経済発展としても重要である。鞍

本（2015）の研究によると、アンケート調査から高齢者は旅行参加意欲が高

い一方、「行きたいが不安がある」と回答した高齢者の割合が特に高かった

ことを示している。バリアフリー化が更なる商機につながるという見方は

正しいだろう。

　これらの対策は、観光分野以外の社会問題の解決にも役立つ。高齢化は

彦根市民にとっても同様に進展している。観光も福祉も政策として通底し

ており、それぞれの現場で得る知見や経験は、相互に補完させつつ活かせ

るだろう。

　本報告書は彦根観光の現状を映す鏡であると同時に、美点や課題点をあ

ぶり出し、関係者の意識共有を促進させるための一冊でもある。今回の調

査結果をふまえ、体制作り・環境整備・施策展開を強力に推進していくこと

で、より望ましい「彦根観光地づくり」に繋がることを期待したい。

図１　平成30年 城山公園・彦根城博物館・玄宮園 入場者数推移
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月 宿泊客 日帰り客

1 月 5.8 3.4 

2 月 5.2 2.5 

3 月 7.2 4.9 

4 月 8.3 8.9 

5 月 7.7 5.5 

6 月 6.6 5.0 

7 月 7.5 5.1 

8 月 10.0 10.1 

9 月 7.6 4.6 

10 月 8.1 7.5 

11 月 8.8 8.7 

12 月 6.4 2.7 

合計 89.3 69.0

単位 億円
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日帰り客数

１６０．３

万人

【 観光消費額総額 】

１５８億円
【 日帰り客消費内訳 】 【 宿泊客消費内訳 】

宿泊客数

４５．７

万人

観光客数

２０６．０

万人

宿泊

89億円

56%

日帰り

69億円

44%

交通費

7億円
9%

飲食費

27億円

40%お土産購入費

23億円 33%

その他

13億円
18%

交通費

8億円
9%

宿泊費

52億円

59%

飲食費

14億円

15%

お土産購入費

11億円

12%

その他

5億円

5%

①観光客アンケート調査による直接効果としての観光消費額の推計
②事業所アンケート調査およびヒアリングによる売上の内訳および
　彦根市内調達率の設定
を行った上で、
③彦根市観光の経済的波及効果および雇用創出効果の推計
を行うものである。
　今回はこの調査結果を元に各項目について考察し、彦根市観光の方向
性について検証する。

5

図２　観光客1人あたり観光消費額の内訳
※「内ひこにゃんグッズ」の割合のみ、お土産購入費に占める割合 

割合
平均
金額 割合

平均
金額

交通費 8% ¥1,652 10% ¥410
宿泊費 59% ¥11,488 0% ¥0
飲食費 15% ¥2,996 40% ¥1,709
お土産購入費 12% ¥2,399 33% ¥1,403
　内ひこにゃんグッズ 22% ¥523 23% ¥316
その他 5% ¥1,013 18% ¥782

合計

宿泊客

H30年調査（本調査）

日帰り客

¥19,549 ¥4,305¥4,305

①自動車に関する苦情への対策
試算シナリオ①　繁忙期におけるマイカー利用客の鉄道利用への誘導
⇒観光消費額２億円増の効果

②高齢者の要望への対策
試算シナリオ②　高齢観光客の一層の誘致⇒観光消費額113億円増の効果
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マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.21％
2019年6月3日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

■ お問い合わせ
　 彦根商工会議所 中小企業相談所 TEL.0749-22-4551

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。
【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.71％（母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得
122万円）以内の方、または子ども3人以上の世帯かつ世帯年収
500万円（所得346万円）以内の方は年1.31％）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭、世帯年
収200万円（所得122万円）以内の方、または子ども3人以上の世
帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済とす
ることができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は2019年6月3日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201
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サマーナイトフェスティバル
8月3日㊏ 17：30～ 21：00
●銀座・中央・登り町グリーン通り・リバー
　サイド橋本通り各商店街

彦根市高宮町を流れる犬上川の無賃（むちん）橋上流で
開催する花火大会。歴史は古く、明治時代から始まり、
湖国の梅雨明けを迎える行事として親しまれている。
川面に映える色とりどりの花火を約3500発打上げる。
高宮商工繁栄会　TEL.22-2075

2019高宮花火大会
７月14日㊐20：00～20：50
●犬上川無賃橋付近

灯籠に送り火の灯りを入れ川に流し、先祖
の御霊を送ります。約千個の灯籠が水面に
映え、幻想的な風情が漂います。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303

ひこね万灯流し
8月6日㊋ 18：30～
●芹川堤（芹橋付近）

ノスタルジックな雰囲気の中、ステージイベン
トや屋台で賑わうほか、ゆかた姿での参加者
は、お楽しみ抽選会に参加いただけます。今年
は「彦根ばやし」に合わせて市民がキャッスル
ロード・四番町スクエアを踊り、練り歩きます。
彦根商工会議所　TEL.22-4551

約7,000発の花火が湖畔の城下町を彩ります。
数多くのスターマインがびわ湖の湖面を絵画の
ように映しだします。特にラスト15分は圧巻。
息をもつかせぬスターマインの｢競演｣です。
（公社）彦根観光協会　TEL.23-0001

大空を翔ぶことを夢見た全国の鳥人が全国
から彦根に集合します。智恵をしぼり工夫を
凝らした機体と勇気ある飛行……。会場はテ
レビでは味わえない感動と熱気で溢れます。
彦根市観光企画課　TEL.30-6120

多くの屋台が軒を連ね、夏の夜の商店街が活
気にあふれます。楽しいゲームや様々なイ
ベントも開催されます。
彦根商店街連盟　TEL.22-7303

鳥人間コンテスト2019
７月27日㊏・28日㊐
●琵琶湖 松原水泳場 ＊スケジュールは当日の天候によって

　変更する場合があります。
＊荒天の場合は
　21日または24日に延期

＊荒天中止

＊荒天中止

北びわこ大花火大会2019
8月26日㊊ 19：45～20：30
●琵琶湖 松原水泳場

彦根ゆかたまつり＆彦根ばやし2019
8月10日㊏ 15：00～ 21：30
●夢京橋キャッスルロード・四番町スクエア

●

７ 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00 彦根城天守前
13：00～13：30 四番町スクエア広場／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市シティプロモーション推進課  TEL.30-6143

7月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

テーマ展
井伊直弼̶親しき人
への手紙̶
▶開催中～７／１6（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
若き日の井伊直弼は、親しく付き合い、
信頼を置いた人に宛てた手紙で、自ら
の喜怒哀楽の感情を率直に書き綴っ
ています。これらの手紙を読み解き、直
弼の人物像に迫ります。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

第69回社会を明るく
する運動・青少年健
全育成彦根市大会
▶7／7（日）
　①12：00～12：30 広報啓発活動
　②12：30～13：30
　　 滋賀県警察音楽隊演奏会
　③13：30～14：45 開会セレモニー
　④14：45～16：30 講演会
　　講師 下地敏雄さん
　　テーマ「～親としての、子どもとの
　　 接し方～夢と人」　
▶ビバシティ彦根
すべての国民が、犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更正について理解
を深め、犯罪や非行のない地域社会を
築くため開催します。

「社会を明るくする運動・青少年健
全育成」彦根市推進委員会

テーマ展
武具の意匠̶武士の
願いと祈り̶
▶７／19（金）～８／20（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
武具にあしらわれた文様は多種多様
です。中には、軍配や勝利をもたらす
動物など戦に関わる意匠もあれば、

「尚武と菖蒲」のように言葉の読みを
掛けたものもあります。武具の意匠を
通して武士がどのようなものを好み、
そこにどのような願いを込めたのか読
み解きます。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

長浜バイオ大学
市民土曜講座
▶7／20（土）１4：00～１6：00
▶長浜バイオ大学 命江館３階中講
　義室
▶テーマ「激動する世界」　
　講師  鈴木 元 氏
　　　  （国際環境整備機構理事長）
▶受講料 無料・事前申込 不要
長浜・彦根地域等、広く地域に開かれた市
民講座を開講します。テーマに関心のあ
る方はどなたでもご参加いただけます。

長浜バイオ大学 地域連携推進室
TEL.０７４９-６４-８１３３

ひこねで朝市
▶7／21（日） ８：00～12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

夏休み自然工作
イベント
▶7／28（日）
　午前の部 １0：3０～１1：３０
　午後の部 １3：3０～１4：３０
　〈申込締切日：7／22（月）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
　DILIPA彦根
▶参加費 無料
▶各回 20名（予約制・先着順）
▶対象年齢 ５歳以上
　（保護者の方のご同伴のうえご参加く
　  ださい）

TELまたはHPのイベント申込みフォー
ムからお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

キエフ・クラシック・
バレエ チャイコフス
キー夢の３大バレエ
▶8／4（日）
　開場 13：30  開演 14：00 
▶ひこね市文化プラザ
　グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般 3,800円
　※4才以上有料。３歳以下のお子様を
　　対象に託児サービスがあります。（有
　　料/要予約）
　※特別録音音源を使用

バレエの本場キエフの名バレエ団が届
ける、子どもから大人まで楽しめるステ
ージ！今回は、チャイコフスキー３大バ
レエ「眠れる森の美女」「くるみ割り人
形」「白鳥の湖」の名シーンをハイライト
で上演します。華やかな舞台、わかりや
すいストーリーでお子様と一緒にご家
族でお楽しみいただけます！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

夏休み！よしもとお
笑いライブinひこね
2019
▶8／10（土）
　１回目 開場10：30 開演１１：00
　2回目 開場14：00 開演１4：30
▶ひこね市文化プラザ
　グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般 前売 4,500円
　　　 当日 5,000円
　※５歳以上有料。４歳以下は膝上のみ
　　 無料。席が必要な場合は有料。

今年もよしもとがやってきます。新喜劇
と漫才を一緒に楽しめるこのチャンス
をお見逃しなく！
【出演】中川家・とろサーモン・スーパー
マラドーナ・もりやすバンバンビガロ・
藤崎マーケット・吉本新喜劇（辻本茂
雄ほか）
※都合により出演者が変更になる場合
　がございます。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

きかんしゃトーマス
ファミリーミュージカル
ソドー島のたからもの
▶8／18（日）
　１回目 開場11：00 開演１１：30
　2回目 開場13：30 開演１4：00
▶ひこね市文化プラザ
　グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般 2,800円
　※2歳以上有料。2歳未満でも座席が
　　必要な場合は有料。膝上鑑賞は1名
　　のみ無料。

2014年～2018年5年間で30万人以上
動員した大人気ミュージカルがみんな
の街にやってくる! 楽しい歌と、元気な
踊りがいっぱい!映像も駆使したオリジ
ナルストーリーのファミリーミュージカ
ル!!  トーマスとパーシーがテレビから
飛び出してステージをかけめぐる!  今
年はジェームスも登場します。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  https://bunpla.jp

夏休みの宿題に
ぴったり！

商工会議所業務
夏季休業のお知らせ
8月14日（水）から8月16日（金）まで
商工会議所業務を休業させていた
だきます。なお、業務は8月19日（月）
午前8時30分より始めさせていただ
きます。

チケット
発売中！

チケット
発売中！

チケット
発売中！



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2019年8月15日まで

有効期限2019年8月15日まで

有効期限2019年8月15日まで

有効期限2019年8月15日まで

有効期限2019年8月15日まで

有効期限2019年8月15日まで

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と
させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮らしの中
でお使いいただける和ろうそくを幅
広く取り扱っております。
伝統工芸品である和ろうそくや貴
重なお香に興味のある方はぜひお
立ち寄りください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-22-6726
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店
和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

お一人様、１会計につき１枚のみ有効
「彦根コロン」プレゼント

スリールパティシエオガワ

彦根市後三条町265-1
TEL.0749-24-2422
営業時間 10：00～19：00 
定休日  火曜日

桃の季節がやって来ました!! 
バニラムースの上に丸ごとの桃
が。中にはカスタードクリームが
たっぷりのスイーツです。
「ピーチ姫」 540円

「王様のメロン」 １個2,160円
「彦根コロン」 各種194円
「スリールのなめらかプリン」 248円 
夏ぴったりの「オレンジジュレ」400円

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

お食事処

MAP

琵琶湖を眺めながら、
手作りの温かみあふれる
和風料理を。
鳥人間コンテスト選手権
大会や、彦根大花火大会の
際に最高のロケーション
です。

▶天ざるそば 1,200円

●  浜弁当1,000円   ●  特製にしんそば980円
●  牛すじカレーうどん980円
●  特製さば鮨1本980円
●  鰻のせいろ蒸し2,700円     （全て税込価格）

彦根市松原町1250-5
tel.0749-47-5588
営業時間
11時～15時（ LO.14時30分）

17時～21時（ LO.20時30分）

月曜日定休
※祝日の場合は営業。
　翌平日が定休日となります

お食事処

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

ソフトドリンク１杯サービス
せんなり亭心華房

更なるパフォーマンスと
サービスをお届けできる
店舗として生まれかわり
ました。どうぞお気軽に、
ご家族、お友達とお誘い
あわせの上ご来店くださ
いませ。 五感で贅を食す

他クーポンとの併用はご遠慮ください。

美容室
kouge

ステップボーンカット
¥7,000+税

ステップボーンカットという骨格
がきれいに見える不思議なカッ
トをしています。生ミネラルミス
トをたっぷりかけて専用のシ
ザーで気持ちよく重力でカット
します。私自身も大好きなカッ
トです。力を抜いてリラックスし
てお越しください。

美容室 kouge

ステップボーンカット
¥10,000+税

彦根市本町1-11-16  四番町スクエア

月曜日定休
要予約 tel.090-5244-0792

快適環境づくりが 私たちの仕事です
Ichien Technos Head Office

▶一圓テクノス出光南彦根給油所 ▶八坂発電所▶精密機器製造工場・クリーンルーム▶プラント設備工事

最新省エネ機を導入しませんか？

住宅空調から大型空調まで、補助金・優遇税制・
フロン法等、気軽にご相談下さい！

滋賀県彦根市小泉町78-10
TEL：0749-22-7974  FAX：0749-24-5882
http://www.ichien.co.jp/ 空間を邪魔しない薄さ 快適な空間をつくる気流

信頼と実績のダイキンエアコン

＜直感リモコン＞

電気代最大

70％
削減

シンプルデザイン採用
少ない操作ボタン
画面のカスタマイズ
多言語対応

暑さに強い!
寒さに強い!

空間に溶け込ませたり、色や
質感で変化を付けたり。
空気の質や快適性能にこだ
わりながら、スタイルやデザ
インの好みなど、あなたらし
い空間を演出。理想の空間
の一部になれるエアコンで、
とっておきの暮らし、楽しみ
ませんか。

理想の空間へ。もっと選べる
「スタイリッシュ」

エアコン

業界初R32冷媒

新冷媒+省エネ技術で環境負荷を大幅低減

カレー食堂
ジャンゴ 

お食事の方
ミニクラシックプリン

サービス
他券との併用はご遠慮ください。

こだわりスパイスを使用
した本格スパイスカレー
を、是非、ご堪能ください。
● ランチセット（ドリンク付き）
　カレー2種 　990円
　カレー4種  1,290円
● ディナーセット（小皿・ドリンク付き）
　カレー2種  1,180円
　カレー4種  1,480円
● タピオカドリンク 400円～
● ミニクラシックプリン150円
● クラフトビール 750円

彦根市京町3-7-40 tel.0749-49-3557　木曜日定休
営業時間 11時30分～15時（ LO.14時30分）

　　　　  17時30分～23時（ LO.22時30分）

カレー食堂

ジャンゴ 

（価格は全て税別表記です） 




